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イギリススポーツ史・レジャー史研究にみる 
合理的レクリエーション論： 

19 世紀前葉と当該世紀末にみる娯楽の諸相及び 

都市住民の主体性の比較史的視座 
〇川村 若菜（福岡教育大学大学院）  榊原 浩晃（福岡教育大学）

キーワード：合理的レクリエーション、19 世紀、娯楽、階級融和 

 

１．研究の目的及び意義 

イギリススポーツ史・レジャー史研究にみる合理

的レクリエーション論について、19世紀前葉と当

該世紀末にみる娯楽の諸相及び都市住民の主体性を

比較史的視座をもとに看取することを研究の目的と

した。19世紀前葉と世紀末までの推移をたどる

と、中産階級以上の階級により、都市住民たる労働

者階級が、健全な娯楽へと仕向けられた痕跡は資料

の随所にみることができる。しかし、社会統制とし

ての娯楽は、やがて労働者階級にとって主体的な娯

楽の過ごし方へと推移していく。都市住民が主体的

なレジャー・レクリエーションの担い手となるに

は、階級融和の時代思潮がみられるまで時間の経過

が必要であった。近代のイギリスの合理的レクリエ

ーションに関しては、英語圏の研究書には、当該知

見の集約が既になされているが、実態の一端を読み

解こうとすることに、研究の新しさがある。 

２． 19世紀前葉から当該世紀末における都市住民

（労働者階級）の娯楽内容の変遷 

 近代以前において民衆によって行われた伝統的な

娯楽として、闘鶏などの動物を娯楽として利用した

ブラッド・スポーツや飲酒などがあげられる。民衆

は祝祭行事や娯楽に参加することで抑圧された日常

生活から解放されていた。しかし、19世紀前葉には、

本格的に産業革命が勃興し、労働者をいかに労働規

則に適応させるか、つまり労働者の生活習慣の改革

に焦点が当てられた。土地の囲い込み（エンクロー

ジャー）が始まり、ブラッド・スポーツの取り締ま

りも行われた。これらの取り締まりの強化や法的な

措置によって労働者の娯楽は少なくなった。パブで

の飲酒が労働者にとって日常生活から解放された時

間であったのである。こうした中で健全な娯楽の提

供によって労働者の生活態度を改めようと試みた中

流階級が行ったことの一つに「合理的レクリエーシ

ョン運動」があげられる。そこでは、商業的な娯楽

としてのエクスカーション、スポーツ観戦、海浜リ

ゾートなどが行われていた。 

３．総括：都市住民（労働者階級）の娯楽に対する

主体性  

研究内容として、新たな研究視座に基づく内容と

して、イギリス社会における階級と階級融和に娯楽

の施策がどのように影響を及ぼしたかという点及び

階級融和の歴史的推移のなかで、都市住民（労働者

階級）の娯楽に対する主体性が資料から読み取れる

事例はいかに存在したかという点である。これらを

総括的に言及し、研究の進展に寄与することとする。 

【文献・資料】 

Gt.Brit. Parliament(1844), Parliamentary Papers, First 

Report of the Commissioners for inquiring into the State 

of Towns and Populous Districts. 

Gt.Brit. Parliament(1845), Parliamentary Papers, Second 

Report of the Commissioners for inquiring into the State 

of Towns and Populous Districts. 

Bailey, P. (1987) ‘Rational recreation and the new 

athleticism’ in; Peter Bailey (1987) Leisure and Class in 

Victorian England: Rational recreation and the contest for 

control, 1830-1885 

Richard Holt (1989) ‘Rational recreation in; Richard Holt 

(1989) Sport and the British: A Modern History 

 

 



集団的アプローチにより運動施設利用者における日常身体活動量の

増加を図った取り組みとその波及効果 

〇久保澄恵，田中英幸，江口慎一，松原建史（株式会社健康科学研究所） 

 

キーワード：日常身体活動、軽運動、健康づくり、運動普及 

 

背 景・目 的 

運動機器常設型施設では、安全で効果的な運動が実

施できる反面、生活様式に落とし込みにくい運動様式

なため、日常生活時の運動実践に繋がる可能性は低い。

F 市運動施設定期利用者 500 人の運動状況は、56.9±

86.35分/週と健康づくりに必要な運動所要量を満たし

ていない。そこで、集団的アプローチにより日常身体活

動量の増加を図る目的で、マンスリーチャレンジ（MC）と

題した取り組みを実施した。本研究は、その有効性を検証

するとともに、本取り組みの最終目標である本事業参加者

を介した市広域への運動流布に向けた支援の改善点に

ついて検討することを目的とした。 

方 法 

対象は H30.3.19~31 に当施設を利用した男性 136

人、女性 212 人の計 348人（63±14歳）とした。 

MC では自重で出来る運動課題を毎月掲示し、必要

に応じて直接指導した。また、集団的アプローチとし

て参加者全体で共通の行動目標を立てる連帯感に加え

て達成感を育むため課題の実施に応じてシールを貼り、

全員で 1 つの絵を完成させる仕掛けを施した。4 か月

に一度は当月の運動課題を参加者が施設を利用してい

ない家族や友人へ紹介し、紹介した人数を申告させる

ことで、市広域への運動流布を図った。有効性を検証

するために、質問紙法により運動課題の施設及び日常

生活時の実践状況について調査した。また、運動課題

の構成要素を移動・強度・時間・伝わりやすさ毎に評

価し、実施率の順位との関係性について明らかにする

ことで、実践率を高めるための改善点を検討した。 

結 果・考 察 

 質問紙の回答を 224 人から得た（回答率 64.4%）。

MC の認知度は 85.7%だった。実施率は 58.5%で、う

ち日常的実践率は 79.4%だった。種目別実施率は、順

に階段上り（55.7%）、カーフレイズ（37.4%）、スクワ

ット（35.1%）で、最少はフロントランジ（3.8%）だ

った。市広域への運動流布は、7・11・3 月に行い、延

べ 2,209 人へ広まった。因果関係は分からないものの

運動流布を行った 85 人の運動課題の実施率は 95.3%、

継続率は 31.8%だったのに対し、運動流布を行わなか

った 136 人の運動課題の実施率は 31.8%、継続率は

8.8%で有意差を認めた（それぞれ p<0.001）。実践率を

高めるための条件の検討では、実施率の順位と運動の

構成要素である時間・移動・強度とには関係なく、実

施率の順位が高い運動課題ほど、伝わりやすい運動で

あることが明らかになったことから、今後はこの点を

考慮した運動課題の選択が必要である（表）。 

 

結 論 

施設利用者と市広域の健康づくりの両方を推進する

ことが公共運動施設に求められている使命である。マ

ンスリーチャレンジ事業が、この実現に向けた取り組

みの柱の一つになり得ることが示唆されたことから、

本研究により明らかになった改善を施し、公助を入口

に自助と共助による健康づくり運動が発展・持続して

いくよう取り組んでいく。 

短 長 小 大 低 高 易 難

上位群 5 5 6 5 5 6 8 3

下位群 6 6 5 6 6 5 3 8

p値 0.670 0.670 0.670 0.033

実施率
時間 移動 強度 伝わりやすさ

表．運動課題の実施率と構成要素の比較



運動施設初回利用者に対する安全かつ効率的な 

至適運動負荷の調整方法～方法論とその汎用性～ 

〇松本美優，前田龍，松原建史（㈱健康科学研究所） 

 

キーワード：40～60%V
．

O2max 相当 HR，単位体重当たりの仕事率，健康づくり運動支援 

 

目 的 

健康づくり運動を行う際の至適運動負荷として，

50%V
．

O2max が推奨されており，早い段階でこの負

荷に調整することが望ましい．しかし，その方法論

が確立していないため，本研究では，公共運動施設

を訪れる者に対し，初回の支援から40～60%V
．

O2max

相当の負荷に調整する方法の確立を目的とした． 

方 法 

手順Ⅰ：対象は F県公共運動施設の初回利用者 70

名（男/女：29/41 名．56±15 歳．降圧剤服用なし）

とした．自転車エルゴメータの初期負荷を，「エル

ゴメトリー．臨床病理．（進藤, 1980）」を参考に，

性別，年齢，体重と身体活動量から 40%V
．

O2max 未

満になるよう設定した．そして，運動開始 15 秒後

から仕事率を 1W/秒ずつ漸増させ，負荷漸増終了基

準を対象者が脚にきつさを感じ，それを申し出た時

点とし，その後，負荷を固定して 4分間の運動を行

った．固定後 1 分毎にHR の平均値を記録し，固定

3 分 30 秒後に RPE を聴取した．自転車のペダリン

グは，50 回転を指示し，測定中の会話は控えさせた． 

手順Ⅱ：対象は同施設初回利用者 86 名（男/女：

36/50名．50±18 歳．降圧剤服用なし）とした．手順

Ⅰの負荷漸増終了基準に，負荷漸増中の%V
．

O2max 

HR（直後%HR）が 40%を上回らないことを加えた． 

結 果 ・ 考 察 

負荷固定 4 分後の HR が，40～60%V
．

O2max の目

標心拍数幅に対して，不足群が 20 名（28%），適当

群が 39 名（56％），超過群が 11名（16％）だった．

そして，RPE は適当＋不足群よりも超過群（13±1）

の方が有意に高かったため，安全面に配慮し，超過

群の該当者数を減少させる必要性が示唆された．群

間に男女比，体重，安静時 HR に有意差を認めたた

め，それぞれを調整因子に加えた上で，各群におけ

る直後%HR を共分散分析により比較したところ，

推定平均値±標準誤差で，不足群が 21±2%，適当群

が 31±1%，超過群が 46±3%で，全ての群間に有意差

を認めた（下図）．超過群を減少させるために，負

荷漸増終了基準に，直後%HR が超過群の 95%信頼

区間下限値の 40%V
．

O2max を上回らないことを加え

た手順Ⅱを実施した．その結果，不足群が 13 名

（15%），適当群が 68名（79%），超過群が 5 名（6%）

となり，手順Ⅰに比べて適当群の割合が増加した．

各群のRPE，単位体重当たり負荷漸増終了直後の仕

事率（W/wt），直後%HRの比較では，全項目で適当

群よりも，不足群が有意に低値だったのに対して，

適当群と超過群の間には有意差は認めなかった．こ

のことから，今後，至適運動負荷の調整方法の精度

を高めていくためには，安全面に配慮したうえで，

負荷漸増終了基準に，W/wt や直後%HRを指標にし

た判定条件を追加するなど，見直しが必要であるこ

とが示唆された． 

結 論 

本研究で試みた至

適運動負荷の調整方

法は，降圧剤の服用が

ない約8割の者に対し，

汎用性を認めた一方

で，精度向上には検討

の余地があるため，今

後の課題としたい． 
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健康づくり運動支援現場でトレーニング適応を 

最大限に引き起こすためのプログラムとその効果 

〇盛田さつき、樋口慶亮、山村和郎、松原建史（(株)健康科学研究所） 

キーワード：全身持久力、有効限界、負荷上方修正支援 

 

目 的 

 全身持久力が最も信頼性の高い健康関連体力であ

ることから、健康づくりの運動支援ではその向上を

目指している。これまで、我々の支援現場では、そ

の有効性が確認されている年齢推定の50%VO2max

相当HR（以下、推定 50%HR）±5拍を有酸素性運

動時の強度設定の指標としてきた。しかし、独自に

考案した自転車エルゴメータ運動時のデータから求

める一点法・50%VO2max/wt を用いて、最大下有

酸素性作業能力の適応状態を連続的に観察したとこ

ろ、推定 50%HR強度の運動を実践している者でも

最大下有酸素性作業能力のトレーニング適応が停滞

している者（以下、Tr適応停滞者）がいることが分

かった。そこで、本研究では、Tr適応停滞者を対象

とした目標HRを上方修正するプログラムを考案し、

その有効性について検証することを目的とした。 

方 法 

 運動回数 100回未満の運動実践者で、弊社オリジ

ナルの推定式を用いて予測運動適応量の 75%予測

区間下限値に達していない者を Tr 適応停滞者と定

義した。そして、これに該当した者に対して、運動

中の目標HR（以下、THR）を推定 50%HRに 5～

20拍/分を加えてトレーニングしていくこと（以下、

上方修正支援）について説明し、同意を得られた者

にトレーニングを実践させた。分析対象は、上方修

正支援前の推定 50%HR±5 拍範囲内の実践率、上

方修正支援後のTHR±5拍範囲内の実践率が、それ

ぞれ 60%以上だった 6名（67 ± 5歳）とした。全身

持久力の評価を、一点法・50%VO2max/wt を用い

て行い、上方修正支援 25 回前と支援直前、支援直

後と支援 25回後の比較を行った。 

結 果・考 察 

 一点法・50％VO2max/wt は、推定 50%HR によ

る上方修正支援 25回前が 19.0 ± 2.3 ml/kg/分、支援

直前が 19.0 ± 2.4 ml/kg/分で差を認めなかったのに

対し、上方修正支援直後は 19.9 ± 2.3 ml/kg/分、支

援 25回後は 21.0 ± 2.4 ml/kg/分で、有意な向上を認

めた（p=0.033、図）。このことから、 Tr 適応停滞

者に対して、トレーニングの適応状態を確認しなが

ら目標 HR の上方修正を行う本プログラムに有効

性があることが示唆された。 

実際の現場では、運動支援者が立ち会い、上方修

正支援後のTHRによる運動中のRPEの確認を行う

ことで、上方修正が過負荷にならないように細心の

注意を払っている。今後は、本プログラムにより高

まった全身持久力が対象者の運動有能感にどう影響

を及ぼしているかを明らかにすることで、真の有効

性について検討していく必要がある。 

 

結 論 

健康づくり運動の支援現場において、運動中の

THR を上方に修正する本プログラムにより、安全

性に配慮することを条件に、Tr適応停滞者の全身持

久力の向上を高い確率で引き起こすことが示された。 
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疾走中の腕振りが下肢動作へ及ぼす影響  

—利き腕固定と非利き腕固定の比較検討−  

〇芦江源太（鹿屋体育大学大学院）、井福裕俊（熊本大学） 
 

キーワード：腕振り、上肢固定、疾走動作 

 
目	 的 

	 陸上競技における走競技に出場する上肢切断者は、

片腕もしくは両腕が欠損している。そのため、腕振

りを左右均等に行えず、左右にばらつく疾走動作に

なることが考えられる。しかしながら、上肢切断者

の疾走動作に着目した研究は見当たらない。 

	 そこで本研究では、上肢切断者の疾走動作の特徴

を明らかにするための基礎研究として、健常者が通

常疾走を行った場合と腕を固定した場合の疾走動作

を比較検討した。 

方	 法 

	 被験者は、走種目を専門とする大学陸上競技部男

子部員 8名（右利き群）及び大学体育会運動部に所

属する学生 3名（左利き群）であった。	 	  

	 被験者の上肢を、疾走時に腕振りを行うことがで

きないよう、腰部にベルトで固定した。試技は、50m

の疾走タイムを電気計測し、その疾走タイムの 50％

の速度でトレッドミル上を疾走した。疾走条件は、

①固定を行わない「通常疾走」、②利き腕を固定した

「利き腕固定疾走」、③非利き腕を固定した「非利き

腕固定疾走」の３条件で行った。疾走中の動作を被

験者の右側からビデオ撮影し、動作解析ソフト

Frame-DIASⅤを用いてデジタイズを行い、ランニン

グサイクル 3サイクルを分析した。分析項目は、ピ

ッチ、ストライド、スウィング脚のひきつけ角度・

角速度、腿上げ角度・角速度、振り戻し角速度、支

持脚の接地・離地局面の股関節・膝関節・足関節の

角度、接地中の股関節・膝関節・足関節の最大屈曲

角度及び最大伸展角速度、脚全体の最大スウィング

速度であった。 

結	 果 

①	 通常疾走と利き腕固定疾走との比較 

	 疾走速度を規定するピッチ及びストライドには、

両群ともに有意な差は認められなかった（p＞0.05, 

Student’s t-test）。しかしながら、右利き群の固定疾走

での左脚の膝関節最大屈曲角度は、通常疾走と比較

し、有意に低い値を示し、左利き群の固定疾走での

右脚の膝関節の最大屈曲角度は、通常疾走と比較し

て、有意に高い値を示した。 

②	 通常疾走と非利き腕固定疾走との比較 

	 右利き群では、通常疾走と比較して、ピッチは遅

い傾向（p=0.051）を、ストライドは大きい傾向を示

した（p=0.063）。また、左利き群では、ピッチ及び

ストライドともに有意な差を認めなかった。さらに、

両群において、非利き腕固定疾走時の固定側と反対

側の膝関節の最大屈曲角度は通常疾走と比較し、有

意な差は認められなかった。 

考	 察・まとめ 

	 利き腕固定疾走の場合、接地時の膝関節角度など

疾走動作を変化させることで、ピッチ及びストライ

ドを維持し、非利き腕固定疾走では、疾走動作を維

持するが、ピッチ及びストライドを変化させて疾走

を行う傾向にあった。この理由は明らかではないが、

田中ら (2010) が報告した「周回運動において利き

手の随意的な振りによる、前方への推進力と外側へ

の重心移動の抑制する機能が働く上肢の一側優位性」

を示すものかもしれない。 

	 今後は、左利きの被験者の数を確保し、更に詳細

な検討を行っていきたい。 



サッカーの楽しさに関する一考察 

－競技構造からの把握－ 

〇佐藤亮平（尚絅大学短期大学部） 

 

キーワード：サッカー，技術的特質，競技構造，縦の奪い合い 

 

目 的 
2017年 3月に『学習指導要領』が改訂された。そ

の中では「主体的・対話的で深い学び」について示
され、学ぶ中身の重要性が強調されていくと予想さ
れる。このような動向がある中で、球技では前回の
改訂と同様に戦術の学習が重視されている。戦術を
学習の主題とすることは、高橋（2010）が指摘して
いた 2008年の『学習指導要領』と同様に、イギリス
やアメリカで行われていた戦術学習論の影響を受け、
型を基本とした内容の編成になっていることから窺
える。しかし、戦術学習論はそれぞれのスポーツ文
化が持っている面白さや楽しさについて十分に言及
しておらず、学習者がスポーツを学ぶ理由を明確化
することができていない状況にある。このような状
況に対し、学校体育研究同志会（1974）が提唱した
「技術的特質」を用いることはスポーツを学ぶ意義
を見出すことを可能とする。「技術的特質」とは、「そ
れぞれの運動文化が持っている『面白さや持ち味』
ということ」であり、「他の種目（教材） にないそ
の種目独自の技術的な特性（本質）」である。また学
校体育研究同志会（1974）は、この「技術的特質」
を捉えない限り、スポーツを「指導していくことは
不可能に近い」とも述べている。この学校体育研究
同志会（1974）の論に即して現状をみれば、対象と
なるスポーツの面白さや楽しさを捉えることなくし
て、スポーツを学習の対象とすることはできないと
いうことになる。しかしながら、現状ではサッカー
の「技術的特質」を提起するための課題がある。そ
の主要な問題は体育が文化を学習の対象とすること
にある。具体的に言えば、文化の特徴を「技術」と
表現しているが、実際には「戦術」に関する意味内
容が含まれる。そのため、語意の不一致が起きる。
もう一つは、競争課題が明確に把握されていないと
いう問題である。つまり、サッカーは得点という形
式的な面以外に何を競っているのかが、曖昧なまま
議論されている。この 2点がサッカーの面白さや楽
しさを提起する上で、整理される必要がある。 
以上のことから、本研究では従来の「技術的特質」

の意味内容を整理し、そこに戦術を取り入れた「文
化的特質」としてのサッカーの面白さや楽しさにつ
いて提起することを研究目的とする。 

 
方 法 

本研究は「技術的特質」の意味内容を整理した上
で、戦術の内容を取り入れた「文化的特質」として
のサッカーの面白さや楽しさについて言及する。そ
こで、まずサッカーの「技術的特質」を提起してい
る研究を対象に、その導出方法および内容について
検討する。具体的な対象は学校体育研究同志会（1974、

1975）、伊藤・竹田（2008）、佐藤（2017）とした。
また、球技の構造的分析を行っている鈴木ら（2010）
の研究も参照し、サッカーの特徴について検討する。
以上の検討を基にサッカーの競技構造を把握し、サ
ッカー文化の面白さや楽しさについて考察し、その
面白さを提起する。 

 
結 果 

学校体育研究同志会は丹下保夫が提唱した運動文
化論を軸に据えた体育の指導方法を模索してきた。
球技では荒木（1974）によると、その特質は「非常
に原則的に述べるならば、それぞれの球技の『得点
様式－形式と方法（内容）』に集約されている」とさ
れた。そして、球技においては単独のプレーのみで
は競技が成立しないことを背景に「コンビネーショ
ンを含むシュート」が球技の「技術的特質」とされ
ている（学校体育研究同志会、1975、p．17）。 
一方、伊藤・竹田（2008）はサッカーの歴史的発

展過程の検討を通じて、戦術を発展させる動因が「フ
リースペース」と特定し、「フリースペース」がサッ
カーの「技術的特質」の中核を成すとみなしている。
そして、「システムにおける自分の役割の認識と、フ
ィールド上において相手からプレッシャーを受けず
自由にプレーすることのできる『フリースペース』
の奪い合い」とし、戦術を射程に含む分析をした。 
また佐藤（2017）によるとサッカーは、「ルールに

よって制限された空間内で、時間的・空間的な状況
やフィールドの特性を考慮しながら、主に足を用い
て身体移動しつつ、ボールを操作し、相互のシステ
ムに対応した技術・戦術を個人的・集団的に使用し
ながら試合時間内での得点を目指し、攻防を展開す
ること」とされる。鈴木ら（2010）はサッカーを構
造的に分析した結果、「最大防御境界面」としてオフ
サイド・ラインが存在することを指摘している。 
これらの要点を整理すると、戦術がサッカーを記

述するためには重要な役割を果たしていると理解で
きる。そのため、サッカー文化において戦術がどの
ような位置におかれるかを分析するために、サッカ
ーの競技構造を把握した。 

 
考 察 

以上の結果を基に、「オフサイド」という文化的価
値を持つルールから生成される動的なフィールドの
拡張と収縮にこそサッカーの独自の面白さがあり、
フィールドの縦方向のプレーエリアを如何にして奪
い合うかという点を考慮する必要性があると考えた。
そして、サッカーの「文化的特質」を集団として得
点を目指しながら「オフサイド・ラインに規定され
たプレーエリアの奪い合い」にあると提起した。 



「入る」「跳ぶ」「出る」に着目したダブルダッチの指導法 

 
〇大坪俊矢（福岡大学大学院）、柿山哲治（福岡大学） 

 

キーワード：体つくり運動、縄跳び、大学生 

 
目	 的	

	 ダブルダッチの指導法に関する先行研究(平野ら、

2006；戸田、2012；渡辺、2015；長沼、2017)では、

スモールステップ(段階的指導)を積み重ねた上で実

際のダブルダッチを実践するという指導法が考案さ

れている。しかし、成長段階によっては段階的指導

が不要と考えられることや、学校現場では短時間で

習得させる指導法の開発が期待されている。そこで、

本研究では、段階的指導無しでダブルダッチを跳べ

る指導法を考案し、その検証を行うことで、短時間

で習得できる指導のポイントを明らかにすることを

目的とした。	また、本研究での「段階的指導」とは、

ダブルダッチを実践する前に、縄を1本使用しての

感覚づくりやリズム練習を指導することと定義した。	

方	 法 

1.	調査対象者と時期	

	 対象者は、	F大学のスポーツ科学部の学生8名(男

子 4 名、女子 4 名）とした。なお、全員が過去に 1

度だけダブルダッチの経験があった。	

	 調査時期は、平成29年 10月 11日に本研究につい

て説明し、同意を得た上で、同年11月 8日に本調査

を実施した。実施時間は、約90分間であった。なお、

回し手は筆者と女子学生2名	(1名ずつ交代)で行っ

た。	

2.	調査内容と調査手順	

	 本調査では、「迎え縄を見て入る」「2本の縄の中

心で跳ぶ」「対角の方向に向かって跳んで出る」の

3つのポイントを指導することで、ダブルダッチを

跳べるという仮説を立て、指導前の試技(以下、指導

前試技)と指導後の試技(以下、指導後試技)を比較す

ることで、どのような変化が見られたかを検証した。

また、ポイントの説明では、筆者自身が「入る」「跳

ぶ」「出る」の説明に加えて、実際の示範も行った。

両試技ともに対象者の試技は2分間とし、ビデオ撮

影および筆者の観察による成功の可否や失敗原因な

どを観察したシート(観察シート)を作成した。	

	 指導前後の比較では、以下の2つの方法で分析を

行った。	

1)指導前および指導後の試技を真横からビデオカメ

ラで撮影し、どのように変化したのかを映像で比較

した。また、両試技の映像内の音声を記録し、対象

者の発言を分析した。	

2)筆者が観察シートに書き出した失敗原因や対象者

の発言の観察内容を踏まえ、指導ポイントを再考し

た。	

結	 果	  

	 指導前試技の2分間で成功は4名	(50%)、失敗は

4 名(50%)であり、成功の 4 名は 1 本目で成功した。

指導後試技では、8名(100%)全員が成功した。	

	 対象者の発言では、「すごい！・上手！」等の賞賛

群が両試技共に最も多かった。	

結	 論	

	 検証の結果から、「迎え縄を見て、回旋されている

縄が真上の時に入る」「2 本の縄の中心で跳ぶ」「跳

んだ回数が奇数なら対角側、偶数ならスタート側に

出る」の3つの指導ポイントが考案された。	

	 成長段階によっては段階的指導が省略でき、「入る」

「跳ぶ」「出る」のポイントを指導することで、ダブ

ルダッチを短時間で跳べる可能性が示唆された。	



教職希望学生における体育科「模擬授業」を通しての経験と学び 

 

○鄭 英美（九州共立大学）、SEO Hyun（韓国高麗大学）、 

SEO Young-Hwan（韓国朝鮮大学、）青山 優子（九州女子短期大学） 
 

キーワード：模擬授業、保健体育、教員養成、経験と学び 

 

1.はじめに 

[不經一事、 不長一智]実際に経験しなければ知恵を

得ることは出来ない！教育現場で教師に求められてい

る教授力、いわば指導力も勿論、教職関連教科の受講や

指導方法などについて何らかの形で繰り返された経験

によって形成される（長谷川、2003;藤田ほか、2011）

結果物として発現されものであろう。そこで、本研究で

は保健体育科教員免許取得をめざす学生による模擬授

業の経験が、学生にどのように意味づけられ、その中で

学ぶことは何かを学生の記述および語りの解釈から明

らかにすることを目的とする。またこの研究によって、

教員養成課程において教職志望学生の指導力、授業力

の向上をめざして学生にどのような指導を行い、どの

ような力量形成が必要とされるのかその現状と課題を

踏まえ、授業力の向上に繋がる指導方策の提供が期待

されるとともに、教員養成機関の責務として良質の教

員養成関連授業を構想する一助となると考える。 

2.研究方法 

「模擬授業」を通しての経験と学びの調査のために K

大学の教員養成コースでダンス指導法を受講している

学生59名（男子：29、女子：30）を調査対象とし、模

擬授業を準備する段階から実施するまでの間、彼らの

経験と学びについて「ADDIE モデル」（飯島 広美・岡

田 珠江、2017)を基準に自由記述式アンケート調査を

実施した。 

3.研究結果及び考察 

①模擬授業で一番難しかったことは、場面の展開とい

う答えが多く、②模擬授業の実施回数は、「種目ごとに

少なくとも 1 回以上は実施が必要」との答えが多かっ

た。③模擬授業に対する期待は、男女共に、当該分野へ

の知識や技能が学べる、指導力、説明力、理解力の向上

を期待していた。④準備段階（ADD）での難点について

は、男子：対象に合った内容の決定、授業の系列性、流

れの決定、当該分野の勉強の順、女子：対象に合った内

容の決定、授業の系列性、流れの決定、仮想の対象のレ

ベルに合わせて準備することの順で難しさを感じたと

答えた。⑤実施段階（I）では、男子:言語的説明、授業

の運営能力（時間配分）、機能についての（コツ）説明

の順、女子：言語的説明、授業の運営能力（時間配分）、

楽しい授業運営の順であった。⑥評価段階（E）では、

男子:目標への到達状況の確認、学習カードなどの使用

方、全体の確認の順、女子：生徒一人一人の評価、満足

度の確認（不安）、授業の内容の適切性の確認の順で答

えた。⑦模擬授業を通しての学びは、男子：言語的説明

の重要性、準備の大事さ、繰り返すことの大事さ（指導

力の獲得）の順、女子：準備の大事さ、教師の言葉使い

の大事さ（言語的指導）、教師のふるまい（言動）の大

事さの順であった。日野（2004）の模擬授業の成果につ

いての研究で多くの学生たちが「模擬授業を通してよ

い体育授業の基本条件についての認識が高まった」と

報告している。 本研究の結果からでも、学生が教師の

役割を実際に経験するための準備段階から実際に実施

する場面を通して指導力の向上に繋がるような学びが

生じたことが確認された。 

4.結論 

本研究では模擬授業の準備・実施過程での苦労や学

びについて調査を行い、彼らに多くの経験や学びが生

じていることが確認できた。彼らは、自分の授業の準備

を通してだけではなく、他人の模擬授業での生徒役の

際にも（反面教師）多くの学んでいることが分かった。  



教員養成課程のダンス授業における 

技能評価力育成に向けての取組(2) 

－ダンスの技能評価観点の可視化教材の効果的な活用方法について－ 

〇栫ちか子（鹿屋体育大学），小松恵理子（鹿児島女子短期大学） 

青山優子（九州女子短期大学），桧垣淳子（中村学園大学），鄭英美（九州共立大学） 

矢渡理奈（福岡女子短期大学） 

 

キーワード：技能評価，教員養成，ダンス授業，教材 

 

目 的 

平成 29年 3月に公示された新学習指導要領では，

全ての教科等の目標及び内容について「知識及び技

能」，「思考力，判断力，表現力等」「学びに向かう力，

人間性等」の 3観点に整理された．現行の学習指導

要領で別観点として設定されていた「知識」と「技

能」が 1つの観点としてまとめられたことは，非常

に大きな変化である．表現運動系・ダンス授業にお

いても，ダンスの特性や表現の仕方等の理解と共に，

ダンスの技能を身に付けられるよう，「知識」と「技

能」を関連させて学習させることが重要となる．特

にダンスの技能を高めるための「良い動き」の要素

について，授業を行う教員が理解することは，授業

を行う上で大切であり，教員養成系のダンス関連授

業においても教授する必要があると考える． 

 我々は，これまで，ダンスの技能について「良い

動き」の要素となる技能評価観点を，ダンス専門家

や現職教員のインタビュー調査から「ダンスパフォ

ーマンス概念図（以下，DP概念図）」としてまとめ

た（栫・金高，2017）．さらに，ダンスが専門でない

学生でも理解しやすいよう，DP概念図に動画及び

コメントを挿入した新たな可視化教材を作成した

（栫ほか，2017）． 

 本研究では，作成したDP概念図の教材を各大学

の教員養成系の授業で活用し，より効果的な活用方

法について検討した． 

方 法 

 対象校及び対象授業は，①A短期大学（保育士・

幼稚園教諭養成課程）の「リズム・ダンス表現」，②

B大学（小学校教員養成課程）の「体育B」，③C大

学（小学校・中学校・高等学校教員養成課程）の「舞

踊Ⅰ」であった．各大学でDP概念図を活用した授

業を実施した．ただし，DP概念図の使用方法（使

用回数，説明方法，掲示・配布の有無，動画の使用

等）は限定せず，各授業担当者に委任した． 

結 果 と 考 察 

技能評価観点がまとめられたDP概念図は，各大

学の授業実態に応じて，即興表現時の動きの説明や

作品づくりの際の助言，動きや作品の評価時等，様々

な形で活用できる可能性が示唆された．また，DP

概念図は，学生及び教員にはおおむね好評で，具体

的な「良い動き」の理解が深まり，教員養成系大学

のダンス授業において，示範に必要な運動技能や技

能評価力の育成に貢献できる可能性が示唆された． 

一方で，DP概念図は，平面的に見えてしまうた

め立体的な表記方法を検討すること，白黒印刷にも

対応できる構成の工夫，より理解を深めるための例

示や図・絵等の追記，評価観点の焦点・シンプル化

等，課題も明らかになった．動画についても，ICT

関連設備の環境によって使用に限界があること，ま

た，サンプル動画の視聴によって学生の動きが画一

化・限定されてしまう可能性があること等が問題点

として挙げられた． 

 

※本研究は，平成 30年度全九州大学体育女子体育研

究会の研究助成を受けて行われた． 



幼児教育における運動遊びの実践に必要な援助・指導スキルの検討 

 

〇西田明史（西九州大学短期大学部）	 野間靖智（西日本幼児体育研究所） 
 

キーワード：幼児体育	 専門指導員	 指導経験	 KJ法 

 
目 的 

これからの幼児教育では、新しい時代に求められ

る資質・能力の育成に向け、「幼児期の終わりまでに

育って欲しい姿」を踏まえた教育課程が編成され、

子ども理解に基づいた省察と評価による教育活動の

質向上を図りながら、遊びを通した総合的な指導が

展開される。このような幼児教育への社会的要請に

対応する際、新たな保育実践力が問われる。 
本研究では、幼稚園教育要領を含む3法令の改訂

（定）の要点、特に「幼児期の終わりまでに育って

欲しい10の姿」に依拠した運動遊びの実践のあり方

を検討する。そこで、幼稚園ならびに保育所の正課

活動における幼児体育の外部指導を専門とする者の

私的言語による語りを考察しながら、幼児教育の一

環として展開される運動遊びの実践に必要な援助・

指導スキルを明らかにしたい。 

 

方 法 

調査対象は、幼児体育の専門指導員 6名（経験年

数 4〜18年）であった。調査期日は 2018年 8月 21

日、8月 23日、9月 8日の 3日間、回数は計 5回で

あった。データの収集・分析は、グループワーク形

式において、KJ法の一般的な手順を援用しながら、

自由記述回答を質的統合法により図解化した。図解

化された資料に基づく専門指導員 6名による各説明

内容を参考に、「幼児期の運動遊び」を専門とする研

究者が図解資料を調整し、運動遊びの実践に必要な

援助・指導スキルの構造図を作成した。専門指導員

による構造図の確認・承諾を経て、各スキルの達成

指標の作成を試みた。 

結果と考察 

「幼児期の終わりまでに育って欲しい姿」を考慮

した運動遊びの援助・指導では、体の諸部位を十分

に動かすことができるような多様な活動を通して、

動作の多様化と洗練化を図ることを第一としながら

も、幼児が興味や能力などに応じて自ら活動を選択

し、試行錯誤を重ねながら繰り返し遊ぶ中で遊びを

工夫し、目標に立ち向かい・やり遂げられるように

活動内容を体系的に編成する必要があると言える。 
運動遊びの援助・指導スキルとして、教材特性に

基づいた運動遊びの内容・進め方の理解に関する「遊

びの進め方やルールの理解」「運動発達との関連性の

理解」「学習成果の理解」、運動する環境や子どもの

状況に応じた指導法の実行に関する「意欲への働き

かけ」「動きの多様化の支援」「動きの洗練化の支援」

「安全面への配慮」の計 7項目を設定した。 
スキル構造を検討した結果、「意欲への働きかけ」

では 31 件の下位項目が抽出され、これらを集約し
た 8 件の主要因が見出された。「動きの多様化の支
援」では 34件の下位項目・9件の主要因、「動きの
洗練化の支援」では 30件の下位項目・10件の主要
因、「安全面への配慮」では 35件の下位項目・8件
の主要因がそれぞれ見出された。「安全面への配慮」

に関して、構造化された内容に基づいて叙述化した

結果、5段階からなる達成指標を作成できた。 
本研究の結果は、限定された集団の範囲で見られ

る傾向であることを考慮しなければならない。今後、

信頼性・客観性を担保するためにも、実践事例や先

行・関連研究との照査、幼稚園教諭・保育士を対象

にした調査を実施する必要がある。 



高校生のスポーツボランティアについて 

〇音成陽子（中村学園大学） 

 

キーワード：スポーツボランティア、依頼型、高校生 

 

目 的 

SSF 笹川スポーツ財団（2006）のスポーツボラン

ティアの定義を「報酬を目的とせず、自分の労力・

技術・時間を提供して地域社会や個人・団体のスポ

ーツ推進（レクリエーションも含む）のために行う

活動である。ただし活動に必要な交通費等の実費程

度の金額の受け取りは報酬に含まない。」としている。

笹川スポーツ財団（2018）「子ども・青少年のスポー

ツライフ・データ 2017」によれば高校生のスポーツ

ボランティアの現状は、過去 1年間における実施者

は 17.6％であった。その内容は「スポーツイベント

の手伝いをした（52.5％）」「スポーツの審判や審判

の手伝いをした（30.0％）」という回答が多かった。

また、活動のきっかけは、「先生や指導者に言われた

から（65.0％）」が最も多かった。そこで、本研究の

目的は第 35回若獅子旗なぎなた大会の運営に携わ

った高校生のスポーツボランティアの認識について

明らかにすることを目的とした。 

方 法 

対象は第 35回若獅子旗なぎなた大会の競技役員

で調査に協力いただいた 109名（男性 18名、女性

91名）から高校生（男子 0名、女子 41名）を抜き

出して分析・検討を行った。 

研究方法は、第 35回若獅子旗なぎなた大会（2018

年 3月 18日）の終了後に、無記名式の質問紙を配布・

回収した。 

調査内容は基本的属性，役割，活動のきっかけ，

ボランティア意識など 20項目である。統計処理は、

SPSS Ver.22を用い、ピアソンのカイ二乗検定、一元

配置分散分析を行った。その際、有意水準は 5％と

した。自由記述についてはKH Coderを用いて、内

容分析およびテキストマイニングを行った。 

結 果 

 対象者の競技歴は 2.1±1.8年（0-6年）であった。

活動のきっかけは「学校の呼びかけ」が 90.2％を占

めていた。ボランティアの認識については図 1に示

した。活動において競技経験は「必要である（26.8％）」

「あったほうがよい（63.4％）」という認識が高い割

合を示した。活動の満足度は「十分満足した（62.4％）」

「やや満足した（27.5％）」という回答を得られた。

ボランティアの認識と競技経験の必要性については、

有意な関係をみることはできなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考 察 

当該大会に参加した高校生は、学校のなぎなた部

に所属していた。そのため、活動は依頼型ボランテ

ィアであったことが推察される。したがって、活動

は部活動の延長であり、ボランティアではないとい

う認識が働いたものと考えられる。自由記述におい

て、「競技を間近でみることができた」「強い人の競

技をみることができた」など大会運営のボランティ

ア活動は部活動への意欲を高めることができる可能

性があるといえる。なお、競技継続やスポーツボラ

ンティア実践への波及効果については明らかにする

に至らず、今後の課題といえる。 

図 1 ボランティアの認識 



高校 3 年生と大学 1 年生の生活習慣の相違 

 

星子和夫（西日本短期大学） 

 

キーワード：睡眠時間、就寝時間、運動時間、朝食摂取状況 

 

目 的 

 高校 3 年生（以下、高 3）と大学 1 年生（以下、

大 1）の睡眠や運動、朝食摂取状況などの生活習慣

を調査することで、健康的な生活を送っているのか

確認するとともに将来の健康維持のための学生指導

の一助となる資料作成を試みることを目的とする。 

方 法 

 生活習慣の質問紙法による調査は、2015（平成

27）年・2016（平成28）年の大学1・2年生の合計

各々364名、440名を対象とした。これには、成年

がそれぞれ29名（8.0％）、49名（11.1％）が含ま

れた。調査にあたり前年度の生活習慣を振り返って

もらうことにより、結果を高3・大1の生活習慣と

した。集計については単純集計とし、すべての調査

項目において百分比を求めた。 

結 果 

１．睡眠時間について（2016 年） 

高3のピークは7時間の26.7％、次いで6時間

の25.7％、そして6.5時間の17.1％であった。一

方、大1のピークは6時間が最も高く27.3％、次

いで5.5時間の19.4％、そして5時間の17％であ

った。6.5時間未満の睡眠時間をみると高3は

39.6％で、大1は 63.7％と大1が 24.1％の増加を

見せた（図）。 

２．就寝時間について（2016 年） 

就寝時間を翌日に持ち越している午前 1 時以降に

就寝した者を比較検討すると、高 3 が 26.7％で大 1

が 55.5％であった。その差は 28.8％でおよそ 3 割近

くも増加し、大 1 では午前 1 時以降の就寝者が半数

以上を示した。 

３．1 週間あたりの運動時間について（2016 年） 

1 週間あたり 8 時間以上ではそれぞれ、高 3 が

24.5％、大 1 が 11.9％となり、大学生ともなると 1

日 1 時間以上の運動者は高 3 に比べ半減することが

わかった。 

４．朝食摂取状況について（2016 年） 

高 3 の朝食摂取状況は 77.5％で、大 1 が 45.5％と

なり、大 1 になると 32.0％の減少を示した。朝食な

しでは高 3 が 7.5％、大 1 が 13.8％となり、大学生

になると 6.3％の増加が見られた。 

考 察 

高 3 から大 1 に進学すると 6.5 時間未満の睡眠時

間が 24.1％増加し、63.7％であったことから、高 3

の規則正しく組まれた時間割や部活動などの課外活

動をほぼ毎日行うのに対し、大 1 に進学すると、多

くが親元を離れ一人暮らしをする学生が増えたり、

履修登録の自由さ、アルバイト、プライベートの時

間など生活環境が一変してしまい、睡眠時間の減少

および就寝時間の遅延者を増加させ、これらが朝食

の摂取状況に影響している一要因であることも考え

られる。 
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図 睡眠時間の高校3年生と大学1年生の比較（2016年） 



運動施設利用者の運動実践状況別に見た 

食行動と腹囲との横断的関係 

〇渡邉達也、植木真、前田龍、江口慎一、松原建史（㈱健康科学研究所） 

 

キーワード：メタボリックシンドローム、運動実践者、食行動、質問紙調査、横断的研究 

 

目 的 

運動実践者でメタボリックシンドローム（メタボ）

が改善しない者に対して、正しい食カロリーの知識

の浸透を図ったところ、知識は浸透したものの腹囲

減少には至らず、これは知識が身に付いても実際の

食行動には反映されていないことが原因と考えた。 

一方、メタボ・非メタボ者では食行動が異なるこ

とが明らかにされている。ただし、これに運動鍛錬・

非鍛錬の要素を加えると結果は異なると推察される

が、この様な報告は存在しない。そこで本研究では、

今後の食行動変容支援に向けて、メタボの有無、運

動実践状況と食行動との関係を横断的に明らかにす

ることを目的とした。 

方 法 

公共運動施設で実施した腹囲測定イベントに参加

した男性 213 名、女性 456 名、計 669 名を対象と

した（66.0±10.5 歳）。腹囲（へそ囲）の自己測定

に加えて、食行動質問票（大隅ら 2003）を参考に、

食行動を評価する項目のみ抽出した食行動質問改変

票(全 28項目)を用いて、好ましくない食行動の該当

の有無を調査した。各回答を「全くその通り：4点」

「そういう傾向がある：3点」「時々そういうことが

ある：2点」「そんなことはない：1点」で点数化し

た。そして、設問の「合計点」と大隅らの方法に従

って各設問を「食動機(7項目)」、「代理摂食(3項目)」、

「食べ方(4項目)」、「食事内容(8項目)」、「食生活の

規則性(6 項目)」の 5 つに分類した。次に、腹囲が

メタボ基準値に該当しているメタボ群と該当してい

ない非メタボ群に分けた後、各群を運動記録から、

週当たり施設利用頻度が 3回/週以上、もしくは週当

たり有酸素性運動時間が 180 分/週以上だった者を

運動鍛錬群、それ以外を非鍛錬群の計 4 群に分け、

食行動得点について二元配置分散分析を行った。 

結 果 ・ 考 察 

食行動得点の「合計点」は、メタボ×鍛錬群が 47.2

±12.1点、メタボ×非鍛錬群が 47.6±11.1点、非

メタボ×鍛錬群が 41.8±8.4点、非メタボ×非鍛錬

群が 46.8±11.2点で非メタボ×鍛錬群が有意に低

い値を示した(p=0.028)。次に分類別では、「食事内

容」に有意な群間差を認め、ここでも非メタボ×鍛

錬群が最も低い値を示した(p=0.031,図）。以上のこ

とから、運動施設を利用していてメタボが改善しな

い者に対しては、運動による消費エネルギーを同等

と想定していた非メタボ×鍛錬群とメタボ×鍛錬

群との間に差を認めた「食事内容」の変容を優先的

に取り組んでいく必要性が示唆された。 

 

図．食行動質問票「食事内容」の群間比較 

結 論 

運動施設を定期的に利用しているメタボ者では、

好ましくない食行動が多く、特に運動習慣が同等の

非メタボ者に比べ、「食事内容」に違いを認めたこ

とから、メタボ改善に向けて、この点の変容を優先

的に取り組んでいく必要がある。 
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競泳の長距離種目における 

キック動作の違いと手部の推進力との関係 

○岩下幸平（鹿屋体育大学大学院）角川隆明（鹿屋体育大学）荻田太（鹿屋体育大学） 

萬久博敏（鹿屋体育大学）金高宏文（鹿屋体育大学） 

 

キーワード：クロール泳，流体力，圧力 

 

目 的 

 競泳のクロール泳には，1ストローク中に 6回キ

ック動作を行う泳法（6ビート以下 6B）と 2回だけ

行う泳法（2ビート以下 2B）が存在する．本研究は，

様々な泳速度においてキック動作の頻度（2ビート

と 6ビート）と手部に働く推進力との関係を明らか

にすることを目的とした． 

方 法 

対象者は，全国大会出場レベルの男子大学水泳選

手 7名とした（身長：174.3±5.6cm 体重：70±5.8

㎏）．試技は，25ｍを 2条件（2Bと 6B）でそれぞれ

10試技ずつ行った．試技ごとに対象者の任意で泳速

度を変更し，最終試技は最大努力泳とした．また，

角川ほか（2017）の方法を参考に、泳者の両手部に

は圧力センサとモーションキャプチャー用の反射マ

ーカーを貼付し，手部表面の圧力データと反射マー

カーの三次元座標から推進力を推定した．泳速度の

算出のため，左右大転子に反射マーカーを貼付し，

三次元座標を測定した．また，本研究では，10回の

試技における泳速度（V）と推進力（Fp）を算出し，

最小二乗法を用いて以下のように手部の推進力と泳

速度の関係を求めた．ここでの Aと nは，回帰式の

比例定数である．  

Fp=A・V n  

結 果 

両条件で行われた最終試技の最高泳速度は，2Bが

6Ｂに比べ有意に低い値を示した（2B：1.48±0.08m/s，

6B：1.57±0.09m/s, t= -6.169, p<0.01）．しかし，最大

努力泳時の推進力に有意な差はみられなかった

（ 2B ： 41.22 ± 7.50N ， 6B ： 36.51± 9.78N, t= 

1.629,p=0.159）．また，手部の推進力と泳速度から算

出された全対象者の回帰式の指数 nには，2B と 6B

で有意な差がみられた A (2B:20.65, 6B:19.53, 

p=0.508) n (2B:1.72, 6B1.32, p=0.014)． 

考 察 

本研究では，最高泳速度において条件間で有意な

差がみられた．これは，キック頻度の低い 2Bでは，

泳速度に対するキック動作の貢献が小さいため，泳

速度が低下したと考えられる．また，両条件の回帰

式の係数Aに差はみられなかった．これは，対象者

の身体の形状が条件により変化しないため，身体の

形状と関連のある係数Aに差はみられなかったと考

えられる．しかし，指数 nでは 2Bが 6Bより有意に

高い値を示した．これは高い泳速度での 2B は，同

じ泳速度での 6B と比較してより高い手部の推進力

を必要としたのに対し，低い泳速度では 2Bと 6Bの

手部の推進力の差は小かったため，2Bにおける指数

ｎが有意に高い値を示したと考えられる．以上のこ

とから，キック頻度の違いによりキック動作の貢献

は異なり，手部の推進力と泳速度の関係の指数が異

なることが明らかになった． 

推
進
力
（N

）
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図１ 全試技の泳速度と推進力の関係
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ストロークレートに基づいたプル泳トレーニングの特徴 
〇府内	 勇希（熊本学園大学） 

 

キーワード：競泳、Critical Stroke Rate、上肢、トレーニング強度、泳技術 

 
目	 的 

	 競泳競技のパフォーマンスは上肢（プル）と下肢

（キック）で産み出される推進力によって構成され、

その推進力の 9割以上はプルによるものと報告され

ている（Bucher，1975）。つまり、クロールの泳力強

化にはプル泳による推進力を高める必要がある。 

	 ストロークレートに基づくプル泳トレーニングは、

従来のタイムに基づくトレーニングよりも、泳技術

が安定することが報告されている（府内ら，2016）。

しかしながら、そもそも双方のトレーニング間での

ストロークレートの閾値は異なる可能性がある。そ

こで本研究では、プル泳において、ストロークレー

トまたはタイムに基づいて決定した血中乳酸濃度や

ストロークレートの閾値（BLinf、SRinf）、およびこれ

らに相当する泳速度（V@BLinf、V@SRinf）について、

双方間に差異があるかどうか明らかにすることを目

的とした。 

方	 法 

被験者は日本学生選手権水泳競技大会に出場する

レベルの男子大学競泳選手 8名とし、クロールのプ
ル泳において200mと400m全力泳を行い、これら
の測定からストロークレートの基準として Critical 
Stroke Rate（CSR）、泳速度の基準として Critical 
Velocity（CV）を算出した。その後、CSRとCVに
基づいた 100m×6回の漸増負荷テスト（CSRテス
トでは 95%、100%、105%、110％、115%、120%CSR、
CVテストでは 98%、100%、102%、104%、106%、
108%CV）を行い、両テストにおいて泳速度と血中
乳酸濃度との関係、泳速度とストロークレートとの

関係から log-log model（Beaver et al., 1985）を用
いて BLinf、SRinf、V@BLinf、V@SRinfを算出した。 

結	 果 

200mおよび 400m全力泳はそれぞれ 130.21 ± 4.83 

sec、270.22 ± 9.02 secであった。また、これらから算

出したCSRとCVは 37.04 ± 3.92 cycles/min、1.43 ± 

0.05 m/secであった。 

CSRテストとCVテストにおいて、BLainfは 3.6 ± 

1.0 mmol/L、3.1 ± 1.0 mmol/Lとなり両テスト間に有

意差はなかった（P > 0.05）。一方、SRinfはCSRテス

トの方が有意に高い値であった（39.29 ± 4.62 

cycles/min vs. 35.01 ± 3.03 cycles/min, P = 0.02）。また、

V@BLainfは 1.54 ± 0.05 m/secと 1.49 ± 0.03 m/sec、

V@SRinfは 1.54 ± 0.05 m/secと 1.48 ± 0.07 m/secとな

り、いずれもCSRテストの方が有意に高い値であっ

た（P = 0.04，P = 0.03）。 

考	 察 

ストロークレートをコントロールすることは、1

ストローク中の泳技術の低下を軽減することが示さ

れており（Alberty et al., 2008）、このことによりCSR

テストではSRinfの高まり、すなわち 1ストローク中

の泳技術を維持できるストロークレートの上限が高

まった可能性がある。加えて、CSRテストにおいて

V@SRinfも高かったことは、1ストローク中の泳技術

の極端な乱れが起きていない傍証であると考えられ

る。ストロークに基づいたトレーニングの特徴とし

て、タイムに基づいて決定した SRinfとの差異の範囲

でトレーニングを行うことで、従来のタイムによる

トレーニングで不可能であったレベルでも泳技術の

質を低下させないことが示唆された。 
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大学の柔道授業における安全教育と技術的取り組みに関する研究 

○池田 光功（一般社団法人隻流館） 

キーワード：柔道，授業，安全教育，受け身． 

 

目 的 

 ある大学の柔道授業における主な骨子として，教

育理念などを含む基本を学び，技術などを習得する

ことであるとした．また基本の指導とその示範がで

きるよう，授業では，安全を基軸とした技術習得，

さらに基礎力を高めるため，実技試験なども行った．

その背景をふまえ，中学・高校，保健体育教員免許

取得を目指す大学生に実践した柔道授業から，安全

教育と技術的取り組みに関する理解習得度などの

調査を実施することで，結果による考察を行い，ね

らいの達成や成果，課題を検討することで，今後の

柔道授業に有益なる研究とすることを目的とした． 

方 法 

 調査の対象としたのは，平成 29 年度，N 大学教

育学部に在学し，柔道授業（実技試験含む全 16回）

を履修する 32人（男子 16人・女子 16人）の受講

生に，無記名自記式による質問紙調査（選択回答と

短答記述）を平成29年 7月 31日，3時間目，最終

実技試験終了後，N大学柔道場に於いて実施した． 

 調査の内容と項目について，本授業以前における

柔道経験の有無などを始め，本題とする安全教育及

び技術的取り組みにおけるそれぞれの習得度につ

いて「よく学ぶことができた」，「学ぶことができた」，

「あまり学べなかった」，「学べなかった」の中から

一つ選択回答するものとした．さらに「よく学ぶこ

とができた」，「学ぶことができた」の 2つを回答し

た場合，どのような習得内容から学ぶことができた

のか，それぞれ選択肢による回答（5つまで選択可）

を求め，単純集計法による結果から，分析考察した． 

結果と考察 

 回収した調査表の有効回答率は 100%であった．

安全教育についての理解習得全体集計の結果では，

よく学ぶことができた 24 人，学ぶことができた 7

人，あまり学べなかったを選択回答する受講生も 1

人いる結果であった．よく学ぶことができた，学ぶ

ことができたを選択回答した 31 人の受講生につい

て，どのような内容から本授業における安全教育を

学ぶことができたのか，表 1に選択肢と回答数を示

した．その上位結果では，第 1位：受け身28回答，

第 2位：服装（身だしなみ含む）26回答，第 3位：

礼法 21回答と以下続く結果であった． 

 技術的取り組みによる全体集計の結果では，よく

学ぶことができた 17人，学ぶことができた 14人，

あまり学べなかった受講生も1人いる結果であった．

前問形式と同じく，31人の受講生については，どの

ような内容から技術についてを学ぶことができた

のか，表2に示した．その上位結果では，第 1位：

受け身 23回答，第 2位は手技，腰技，足技が同数

20回答と投げ技分類が並び，以下続く結果であった． 

 安全教育と技術的取り組みについての習得内容

の調査から，共に「受け身」が第 1位である結果を

ふまえて，本授業における安全教育を基軸とする学

習の理解浸透が図られ，適する授業内容であったこ

とが考えられる．技術を投げ技のみだけではなく，

受け身を一番大切な技術として挙げ，初心者を含め，

認識できていることが考えられる． 

結 論 

 授業による安全教育と技術的取り組みの二項目

は，受け身の学習に集積される傾向にあり，服装や

礼法などの整備と一体化させ，基本の学びを高めて

行くことができると考える． 

 課題として，全ての受講生に興味関心を持たせる

更なる工夫が必要であり，技をつなぐことなどの技

術的おもしろさなどの授業展開が検討される． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



陸上競技における対校（対抗）得点の有無が試合展開に与える影響 

水平跳躍種目に着目して 

〇岡部優真（福岡大学大学院）、柿山哲治（福岡大学） 

 

キーワード：走幅跳、三段跳、大学生 

 

目 的 

陸上競技の走幅跳と三段跳は、跳躍種目のうち水

平跳躍距離を競う種目である。これらは助走速度と

跳躍記録に正の相関があることが示されている

（Hay et al. 1986；鈴木ほか、2016）が、高い助走速

度は踏切位置調整の困難化を招く。踏切位置を誤る

とファールとなって跳躍記録は認められない為、選

手は積極的な試技や、確実性を重視した試技を、様々

な要因を考慮して選択する。その要因のひとつとし

て対校（対抗）得点が挙げられる。 

陸上競技は個人競技であるが、各個人の順位に応

じて得点が加算され、その合計でチーム成績を評価

するのが対校（対抗）得点である。その得点は多く

の場合、上位 8名の入賞者に対して、1位 8点、2位

7点…8位 1点が与えられる。 

本研究は、水平跳躍種目において、対校（対抗）

得点の有無が試合展開に与える影響を明らかにする

ことを目的とした。 

方 法 

 対象競技会は、共に学生カテゴリーの全国大会で

あり、対校得点のある日本学生陸上競技対校選手権

大会（以下、全日本インカレ）と、対校得点のない

日本学生陸上競技個人選手権（以下、個人選手権）

とした。平成 19年度から平成 29年度までに開催さ

れた 11 大会の男女走幅跳、男女三段跳に出場した

2,401名の 9,315試技を対象に集計し、分析した。統

計分析には Excel 2016（Microsoft社）を用いた。 

結果および考察 

前半3本目までの最高記録で上位8位以内となり、

後半の 3 本への進出と得点の獲得が決定する TOP8

通過ラインは、全種目において全日本インカレの方

が高い記録であった。 

男女両種目の上位 8位入賞者が、最高記録を何本

目に跳躍したかを比較すると、両競技会とも 3本目

が最も多く（全日本インカレ：95名、個人選手権：

83 名）、次に多いのは、全日本インカレでは 2 本目

（64名）、個人選手権では 5本目（58名）であった。

前後半の 3本ずつに分けて比較すると、全日本イン

カレでは前半 219名、後半 133名、個人選手権では

前半 193 名、後半 159 名と、両競技会共に前半の 3

本で最高記録を跳躍する選手が多かったが、その傾

向は全日本インカレの方が強く見られた。 

上位 3位入賞者の最高記録で跳躍した試技を比較

すると、両競技会共に 6本目が最も多く（全日本イ

ンカレ：35名、個人選手権：31名）、次に 5本目が

多かった（全日本インカレ：28名、個人選手権：27

名）。前後半 3本の比較では、両競技会共に後半 3本

で最高記録を跳躍する選手が多かった（全日本イン

カレ：79名、個人選手権：77名）。 

最もファール率が高かった試技は、全日本インカ

レの 5本目（35.8%）であり、次に多かったのは個人

選手権の 1本目（35.5%）であった。全日本インカレ

1 本目のファール率は 32.6%であり、全日本インカ

レの方が、1 本目のファールを恐れる傾向が見られ

た。また、全日本インカレでは 5本目のファール率

が高かったにも関わらず、上位 3位入賞者の中には、

5 本目に最高記録を跳躍する選手が多かったことか

ら、5 本目にはファールをするか、記録を伸ばすこ

とができるか、という積極的な試技を行っている可

能性が示唆された。 



体育の授業における運動の原理と指導方法 

－個人的技能に限定して－ 

〇竹盛友紀子, 益田依佳（熊本大学大学院）, 則元志郎（熊本大学） 

 

キーワード：体育授業、運動技能、運動の原理、指導方法 

 

目 的 

 スポーツ庁の全国体力・運動能力、運動習慣等調

査（2017）で、体育の授業で児童が「できるように

なったきっかけ」として、先生に個別に「コツやポ

イントを教えてもらった」ことであり、また、「授

業中にコツやポイントを重点的に教えている」とい

う教師が多い。この結果から、体育の授業におい

て、教師はコツやポイントを教える時、動きの原理

を知った上で指導することが必要だと考えられる。

以上のことから、運動の原理を分析し、その原理に

従った指導方法の検討することを目的とする。 

方 法 

 本研究は、指導要領の個人的技能に限定し、運動

に関する原理の分析と指導方法について検討した。 

結 果 

 器械運動の原理を、福田(1953),中山(1975),山門

(1975),伊藤(1985),堀江(2004)は慣性モーメントとし

ている。指導方法は前転では、荒木・中村(1982)

は、頭を両腕の中に入れ、重心を移させる、後転

は、三好(1993),三上・古和・渡辺・北川(1998), 

清水・八重樫(2017)は、腰を上げ下腿をたたみ、頭

を越えさせる、開脚前転、伸膝前転は、三輪(2014)

は、下体の動きを止め、勢いを移させる、側方倒立

回転は、大貫(1982)、山内(2017)は、感覚づくり

と、手足のコントロールとしている。前方支持回転

では、小林(1989),吉澤・三好(1993)は、足と膝を曲

げ前にのり出させる、後方支持回転では、北川

(1989)は、脇を開かず足を振り込こませる、後方片

膝かけ回転では、藤井(1989)は、腰を浮かせ体を離

し上体を倒す、前方片膝かけ回転では藤井(1989)

は、腰を上げ、腕を伸ばし、足を振りおろさせる、

膝掛け上がりでは、藤井(1989)は、足を振り上体を

のせ手の抑えをきかせることとしている。陸上運動

では、「走」の原理を榊原(1982),久保(2015)は、ピッ

チとストライドの支配によるペースコントロール、

「跳・投」の原理を木野村(2015)は、助走と踏み切

り角度としている。指導方法は、短・長距離走で

は、田中(1982),久保(2003)は、目標タイムでペース

をコントロールして走らせ、歩幅と回転を意識させ

る、ハードル走では、沖野(1982),久保(2016),茨木

(2016)は、スライドとピッチのコントロールでリズ

ミカルに走り抜けさせる、走り幅跳びでは、木野村

(2015),中西(2016)は、助走と踏み切りで上向きに変

えさせる、走り高跳びでは、岩田(2016)は、走から

跳へ変換させ上体を上昇させる、投てきは、西川

(1988),竹内(2005),久保(2014)は、体、腕の使い方と

体重移動としている。水泳運動では、原理を和田

(1988),小山(1995)は、比重、抵抗、呼吸の調整とし

ている。平泳ぎの指導方法は、中村(1962),尾形

(1983),大貫(2014)は、呼吸法、け伸び、ドル平、平

泳ぎの順で泳がせ、クロールでは、吉田・牧野

(1988),小山(2015),中島(2016)は、ドル平からドル平

型クロール、クロールの順で泳がせることとしてい

る。 

結 論  

運動の原理は、器械運動は慣性モーメント、陸上

運動「走」は、ピッチとストライドの支配によるペ

ースコントロール、「跳・投」は、助走、踏み切り

角度、水泳運動は、比重、抵抗、呼吸の調整であ

り、原理に従った指導方法も実践されている。 



幼児の遊びとプレイフルネスと社会的スキルの関係 

〇中島大樹（熊本学園大学博士後期課程） 橋本公雄（熊本学園大学） 

 

キーワード：幼児、運動遊び、プレイフルネス、社会的スキル 

目 的 

幼児にとって保育園での遊びは一日の多くの時間

を費やし、遊びの内容はさまざまな選択肢の中で行

われている。幼児の遊びは生活そのものであるとも

いわれ（井上 2006）、室内外、一人遊びか集団遊び、

身体を十分に使った動的な遊び、座位での静的な遊

びなど多様で変化に富む。保育園では、これらの遊

びを通して、模倣する、一緒に遊ぶことを繰り返す

ことが、社会性の発達を促すと推察される。高橋ら

（2008）は、社会的スキル獲得の観点から考えれば、

家族以外の多数のメンバーと触れ合う場所である保

育所や幼稚園は、社会的スキルを身に付ける場所と

して適していると述べている。また社会的スキルは、

友だちや先生との人間関係を円滑に進めていくため

の技能であり、幼児期の社会的スキルの獲得や失敗

が、のちの問題行動や学校成績の低さなどとの関連

が報告されている（Coie & Dodge,1983）。近年、遊

びと社会的スキルを結ぶ重要な概念としてプレイフ

ルネス（playfulness）の研究が進められている（木

下 2017；竹中 2017）が、幼児を対象とした研究は端

緒についたばかりである。そこで本研究では、プレ

イフルネスと社会的スキルの関係性を明らかにする

ことを目的とした。 

方 法 

1. 対象   

F県の同系列にある 2 つの保育園に通園する園児

3 歳から 6 歳までの 243 名を対象とした。 

2. 調査時期 

2018 年 5 月から 6 月にかけて実施された。  

3. 調査方法 

担当保育士 12 名に遊びの内容、プレイフルネス、

および社会的スキルを記述・評価してもらった。 

4．分析 

 分析には、IBM の統計解析ソフト SPSSver25 を用

い、有意水準を 5％未満とした。 

5． 結果と考察 

 自由保育時間における室内・戸外での遊びの内容

と占める割合は、戸外遊びでは砂場での遊びが最も

多く、室内では机上での遊びが多かった。遊び場所

では、男児は女児に比べ戸外遊びが多い傾向にあっ

た。吉田伊佐美（2004）の先行研究で男児は女児に

比べて戸外遊びが多く、自由遊びでは身体を活発に

動かす遊びが多いとの報告があり、類似した結果と

なった。また遊び仲間との関係では、男女ともに戸

外遊びにおいて、個人での遊びが多くなる傾向にあ

った。社会的スキルは、学年進行に伴い高くなり、

男児より女児が高く、先行研究（庄司,1994)と類似

した。遊び相手（個人と集団）の差はみられなかっ

た。プレイフルネス得点は、学年進行に伴い高くな

り、遊ぶ相手は、複数人で遊ぶ園児が個人で遊ぶ園

児より得点が高く、遊び場所での差はなかった。性

別に有意差が見られなかった結果は、竹中ら（2015）

の小学生を対象としたプレイフルネス調査の報告と

類似した結果となった。プレイフルネスと社会的ス

キルの関係は、学年進行に伴い得点はどちらも高く

なった要因は、日々生活する中で、園生活のルール

や人間関係が構築されていくことが予想される。ま

た、遊び場所と遊び仲間に関して有意な関係が異な

っているため、社会的スキルが高いとプレイフルネ

スが高いという結果にはならなかった。今後は、調

査方法も含め、関係性を決定する要因をさらに明ら

かにする方法を検討する。 



部活動の位置づけの変遷と子どもの運動機会の一考察 

〇益田依佳, 竹盛友紀子（熊本大学大学院）, 則元志郎（熊本大学） 

 

キーワード：部活動、学習指導要領、体育的課題、子ども、運動機会 

 

目 的 

 現行（2008）と最新（2017）の学習指導要領では、

部活動について「学校教育の一環として、教育課程

との関連が図られるよう留意すること」と述べられ

ている。しかしながら、今日の部活動の活動におい

て学習指導要領を踏まえた教育的位置づけは明確に

示されていない。考えられる理由として中澤（2017）

は、教育課程の外にある活動、つまり部活動は授業

ではない、活動内容や形式や人材は、制度的に決ま

っていないと述べている。さらに西島（2006）は戦

後の学習指導要領改訂が今日の部活動の姿を創設し

ていると分析している。熊本県教育委員会（2007）

の調査によると、室内外を問わずゲームや漫画・テ

レビ鑑賞などをして過ごしている。これらの時代背

景から、文部科学省（2002）が注意喚起をしている

子どもの運動機会の減少や体力低下の原因の一つに

なるのではないかと推測することができる。このよ

うな状況に陥ってしまった要因として、同調査の結

果では、仕事に就いているため保護者の帰宅時間が

遅く、子どもたちの身の安全確保が曖昧になってい

るのではないだろうかと考える。 

以上より、なぜ部活動は学習指導要領においてこ

のような位置づけにされたのか、戦後の歴史的変遷

をたどること。また、子どもたちの運動機会につい

て一考察することを研究目的とする。 

方 法 

 本研究は、現行学習指導要領の基礎モデルが提示

された戦後（1947）の学習指導要領から最新（2017）

において、部活動の位置づけや子どもの運動機会の

環境について文献調査および分析を行った。 

結 果 と 考 察 

西島（2006）、中澤（2017）は、部活動の混乱を招い

てしまった背景には教育課程との関係が変わってき

たことであると述べている。中澤（2011）の歴史的

背景を考慮すると、1947 年に学校体育指導要綱が設

定され、「学徒の個性の尊重」がうたわれ、自発的・

自主的な自由研究へと変わっていったことが考えら

れる。これを踏まえ、戦後の学習指導要領の変遷を

まとめると以下のようになる。①1947 年：教育課程

内外をまたがって活動する「自由研究」があった。

②1968年：教育課程内に「必修クラブ活動」が「特

別活動」として設置されたが、今後における部活動

との混乱を招いてしまう原因となった。③1989年：

この混乱から脱却しようと部活動の参加で必修クラ

ブ活動を履修したとみなす「クラブ活動部活代替措

置」が始まった。再び部活動は教育課程とつながり

を持った。④1998 年：「必修クラブ活動」が廃止さ

れ、部活動は教育課程と切り離された。⑤2008 年以

降は「教育課程との関連」を求められているが、具

体的な記述はない。 

 子どもの運動機会については、①子どもたちの現

状として、運動を「する」「しない」という二極化が

目立つということ、②小学校、中学校、高等学校と

発達段階が上がるにつれ、運動機会が減少傾向であ

るということが分かった。また、文部科学省（2002）

は子どもを取り巻く環境が便利になったことで運動

機会が減っているのではないかと述べている。 

結 論 

学習指導要領改訂の経緯において、必修クラブ活

動を廃止にした際に、部活動の位置づけを明確にす

るべきであった。子どもの運動機会は、時代ととも

に減少傾向であるが、体育的課題解決の手助けとし

て、運動部活動を活用することで歯止めをかけるこ

とが期待できる。 



子どもが伸びを実感できる体育科指導法の研究 

-動き，場づくり，自己評価を位置付けた指導を通して- 

 

○藤原朋美（福岡教育大学教職大学院） 金子辰美（福岡教育大学教職大学院） 

 

キーワード： 小学校体育、走り高跳び、子どもの伸び、場づくり 

 

【目 的】 

2017年に改訂された小学校学習指導要領解説体育編で「知

識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう

力，人間性等」については，課題を見付け，その解決に向け

た学習過程を通して相互に関連させて高めることが重要であ

ると示されている。なお，こうした目標については，2008年

の学習指導要領から引き続き「自己の運動や健康についての

課題の解決に向け，積極的・自主的・主体的に学習すること

や，仲間と対話し協力して課題を解決する学習等を重視して

きた」と述べられている。その中で，特に，運動が苦手な児

童や運動に意欲的でない児童への指導等の在り方について配

慮するよう明示されており，個に応じた授業の必要性が求め

られている。これらを踏まえて本主題を設定した。 

【方 法】 

Ⅰ.対象及び期日 

宗像市の公立H小学校にて5年生54名（男26名，女28

名，2クラス）を対象に，5時間単元の走り高跳びの授業を実

施した。授業はクラスで異なる時間に行い，2017年11月22

日から12月13日にかけて行った。 

Ⅱ.指導過程について 

小学校学習指導要領解説体育編（文部科学省，2017）によ

ると，「リズミカルな助走」と「力強い踏み切り」が技能とし

て向上すべき点である。そこで児童の実態から①「バーン」

という踏み切りを意識させた。次に，一連の動作として②つ

ま先とひざを高くした空中動作，③「タタン」という着地を

3つのポイントとして重点に置いた。なお，「リズミカルな助

走」は4時間目に意識させた。また，2時間目から4時間目

にかけて展開の前半と後半に指導過程の工夫をした。まず，

展開の前半に「ステップアップの地図」という6つの走り高

跳びの技能を高める場を作り，時間を決め次の場に移るよう

にした。そして，展開の後半で，「チャレンジタイム」という

個人目標記録に挑戦する時間を設けた。     

Ⅲ.個人目標の設定並びに分析方法について 

個人目標の設定の仕方について池田ら（1987）が研究で用

いた走り高跳びのノモグラムを利用し個人目標を立てた。ま

た，体育授業に対する愛好的態度の変化を見るために本単元

の前後に診断的・総括的授業評価尺度（高田・岡澤ら，2000）

を用いた。そして，5時間目に形成的授業評価尺度（長谷川

ら，1995）を参考に，教え合いについて自由記述を抽出し分

析を行った。さらに，2時間目から5時間目の個人記録を得

点化した変化値を有意水準5％で両側検定のt検定を行った。 

【成果と課題】 

 本研究の結果として，2クラスともに診断的・総括的授業

評価尺度において総合評価を含む他の因子項目のほとんどが

単元前より単元後に高まった。また，形成的授業評価におけ

る自由記述から，「グループの人にアドバイスをもらった」と

いう記述や毎回の導入で示したポイントに関する記述が多く，

教え合い活動が活発になっていたのではないかと推察される。

さらに毎時間の学習プリントの記述においては，個人目標記

録の達成に近づくほど具体的な数値が記入されており意欲的

に授業に取り組む態度が高まったのではないかと示唆される。 

個人記録の変化値において，結果は2クラスともにp<0.05

の値が出て有意に差があったと認められた。この結果から,

記録が向上した児童が多くいたことや，走り高跳びに関する

ポイントが身についたのではないかと考える。 

 一方,課題として今回，体育の授業についての授業評価尺度

を用いたが，運動についてどう感じるかを明確にする運動有

能感測定尺度を用いるべきであったと感じ,今後の授業実践

に活かしていきたいと考える。 

【引用文献】 

1）今泉貴博（2012）運動有能感を高める体育科指導法の工夫 

2）高田・岡澤他（2000）体育授業評価法の作成 



体育授業における主体的・対話的で深い学びに関する一考察 

−本質的な問いを大切にした授業デザインの提案 − 
○松本大輔（西九州大学）	 	 久保明広（鳥栖市立弥生が丘小学校） 

 

キーワード：主体的・対話的で深い学び、体育授業、社会構成主義 

 
目	 的 

2017年告示の学習指導要領においては主体的・対
話的で深い学びとしてのアクティブ・ラーニングや

カリキュラムマネージメントが注目されている。そ

の背景にあるのは、学習をコンテンツ・ベースから

コンピテンシー・ベースへという転換である。いわ

ば“何を教えたか”を超える“何を学びどんな資質・

能力が身についたか”を学習者の立場から検討する

学習観の転換である。しかしこれまでの主体的・対

話的な学習を検討する研究では、いわば主体性を伸

ばすための研究として行われており、本質的に主体

的・対話的で“何を”学ぶのかといった学習者側に

立った内容の検討とはなっていないといえる。そこ

で本報告では主体的とは何か、またその主体性とは

どのように発揮されるのかを明らかにすることを通

して主体的・対話的で深い学びに関する授業デザイ

ンを提案することである。 
 

方	 法 

本研究では方法上は先行する研究，文献，資料等

に基づく文献研究及び理論研究となる。その際に複

数のパラダイムが混在かしないよう留意しながら文

献を検討し授業デザインの提案へと検討を加える。 
 

考	 察	  

アーレントは「現れの空間」を交換不可能な“誰”

として他者と関わる場であるとし、その中で行為し

語ることで自ら“誰”としてのアイデンティティを

形成する空間であるとしている。この“誰”として

生きる空間こそ主体的で対話的な空間であると考え

られる。さらに「現れの空間」の中で“誰”として

行為し語り合うためには、その空間に共通の興味・

関心によって生成される「共通世界」が必要になる。

そしてこの「共通世界」の成立のためには、その「共

通世界」に対して参加者が興味・関心を持ち続ける

こと、そしてそれに対して多種多様なパースペクテ

ィブが失われていないことであるとされる。 
つまり「共通世界」の成立の要件は単なる知識や

技術ではないことが指摘できる。何故ならば単なる

知識や技術を正解として捉えている以上、そこには

多種多様なパースペクティブが存在しないためであ

る。さらにガーゲンの考察をもとに検討すると、技

術や知識及び楽しさ（情意的）もしくは個人の欲求

は個別の意味づけであり、共通の意味をもたない限

りは私的意味は意味をなさないと捉えられる。 
つまり「何のために」を共有しない技術や知識の

教え込みでは意味は成立しえない。何のためには創

出する共有すべき課題の必要性としてその種目の本

質的な課題を検討し、その課題を軸に授業をデザイ

ンすることの重要性が捉えられる。 
結	 論 

こうした考察を基に授業実践では「①問いの共有

による参加：その運動のおもしろさを共有する。そ

してその問いを常に問いつづけること（課題の創

発）」、「②問いの中から自らの課題を見付け課題解決

していく（身体的な試行錯誤の繰り返しと多様な解

答への受け入れ）」、「③課題・課題可決も共有され新

たな課題が立ち上がる（新たな課題の創発）」の以上

の 3点が主体的・対話的で深い学びとしての授業デ
ザインの視点であると捉えられた。 



４年生のポートボールの授業実践を通した 「易しいゲーム」につい

ての一考察 

−学習者の側から見た資質能力の育成を視点に− 

○久保明広（鳥栖市立弥生が丘小学校） 松本大輔（西九州大学） 

 

キーワード：「易しいゲーム」、「問い」、主体的・対話的で深い学び、資質・能力 

 

現状と課題 

平成 29 年告示の学習指導要領でも使われている

「易しいゲーム」。易しいゲームとは、「ゲームを児

童の発達の段階を踏まえて、（途中省略）児童が取り

組みやすいように工夫したゲームをいう。」と解説書

に記されている。 

今回の指導要領改訂の背景には、学習を「コンテ

ンツ・ベース」から「コンピテンシー・ベース」へ

の転換が期待されており、学習者側からどんな資質

能力を身に付けたかが問われている。そうした中で

「児童が取り組みやすいように工夫したゲーム」を

技能面だけで捉えてしまうと、学習者側からの主体

的・対話的で深い学びにはならないのではないだろ

うか。 

目的 

学習者側からみた「易しいゲーム」とはどういう

ゲームなのか。また、易しいゲームから学習者にど

んな資質能力が身についたかについて、明らかにす

ることを目的とした。 

検証授業の様相 

(1) 単元について 

・「ポートボール」（Ｅ ゲーム ア ゴール型ゲーム） 

 (2) 単元を通した問いの設定 

問いとは、各種の運動の特性を端的に表した課題

を促進するものであり、問いによって学習に状況と

文脈がうまれ、運動に向かって思考し、表現し、必

要感のある知識や技能が学ばれていくと考えている。 

本単元では、「パスをつなぎ、どれだけ点を入れて、

どれだけ点を入れさせないかを楽しむことができる

か」と設定した。 

 (3) 学習カードの工夫 

「問いに対しての考えを単元前と後で記入」‥問

いに対する考えの変化や深まりが確認できた。 

「問いに対しての自分の発見をマインドマップに

記入」‥気付きのつながりや深まりが可視化でき、

ゲーム理解の促進が図られた。 

「一枚のポートフォリオ評価」‥児童自身が自己

の変容や学習内容を確認できた。 

学習カードの工夫により主体的・対話的な学びが

生まれた。 

(4) ゲーム中の声かけ・指導の工夫 

教師が「問い」に対しての反応を問い返すことで、

対話的な学びが生まれた。さらに「ゲームの意味」

を理解しているか確認しながら指導にあたった。  

結果と考察 

学習者側から見た運動の楽しさを考えて「問い」

を設定し、教師がゲームの様子や学習カードを見な

がら、ゲームの意味を理解しているか観察・指導・

問うことで、意欲的にゲームに参加することができ

ていた。アンケートの回答からは①知識・技能②思

考・判断・表現③学びに向かう力・人間性の３つの

資質・能力が身についたと考えられる。これらのこ

とより、学習者からみた易しいゲームとは、学習者

がゲームの「意味」を理解できていることであると

考えた。 

 



大学生アスリートの情動知能と表情認知の正確性 

―スポーツタイプ別の比較― 

〇安部七波（福岡大学大学院）、山口幸生、水﨑佑毅（福岡大学） 

 

キーワード：情動知能、表情認知、スポーツタイプ 

 

目 的 

情動知能(以下：EI)は「情動を扱う個人の能力」

として、Mayer (1990)によって初めて提唱されて以

降、様々な定義が示され、その下位因子に対応した

測定尺度が開発されてきた。その中でDavis ら(1998)

は、EIを「自己の情動評価・表現」「他者の情動評

価・認識」「自分自身の情動の調整」「情動の利用」、

という 4 因子から構成されると捉え、これに基づい

てWLEIS 尺度が開発され（Wong & Law, 2002）、日

本では、豊田ら（2011）が邦訳版の信頼性・妥当性

を検証している。また EIは、質問紙で測定される特

性型と、表情認知などのパフォーマンス尺度によっ

て測定される能力型の 2 つがあると考えられている。 

EIは、①心理的競技能力に正の影響を与える(守

屋ら,2011)、②パフォーマンス満足度に関連、③ア

スリートの効果的なストレス対処の手助けとなる

(Laborde, et al., 2014,2011)ことが示されている。 

しかし、個人スポーツでは選手の競技結果に対す

る責任が強く、個人の行動や意思決定に対するチー

ムメイトから支援が少ないため、個々人の心理特性

が結果に重要な役割を果たす (Mroczlowska,1997)。

そのため、スポーツ経験を通して獲得される能力型

のEIは、自己の専門種目に応じた競技特性を持つこ

とが考えられる。 

以上から本研究では、大学アスリートを対象に競

スポーツタイプ（個人競技/チーム競技）と EIの関

係を検証することを目的とした。 

 

方 法 

1. 調査対象者と調査時期 

地方大都市圏の総合大学に在籍する体育会所属運

動部員54名（男30名：女24名） を対象に、平成

28年 12月 14日～22日に実施した。 

2. 調査内容と調査手順 

 被験者を部活単位で実験室に集め、小松ら(2012)

が作成した表情認知検査【32項目】を実施後、質問

紙で基本属性、競技レベル、日本版WLEIS【16項目】

に回答を求めた。 

結 果・考 察 

1. スポーツタイプで比較したEI 

EIの合計点及び下位因子の「情動の調節」「自己

の情動評価」において、個人スポーツ選手の得

点はチームスポーツ選手より高かった（p<.05）。 

 個人競技の方がチーム競技より、競技におけ

る自己の情動の影響が強いと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1 スポーツタイプで比較した EI 

2. スポーツタイプで比較した表情認知 

表情認知検査の正答数は、チームスポーツ選手の方

が個人スポーツより多かった（p<.05）。      

柔道などの個人競技では、情動を読み取る対象が対

戦相手のみであるが、バスケットボールなどのチー

ム競技ではチームメートの情動も適切に読み取る必

要があるからだと考えられる。 



生育環境が青年期の自己嫌悪・自己肯定・自己愛の 

感情生起に及ぼす影響 

〇伊藤 友記（九州共立大学スポーツ学部） 

 

キーワード：人格形成、父性、母性、養育態度 

 

目 的 

 人格の形成途上である青年期の心性を特徴づける

ものとして、「自己嫌悪」、「自己肯定」、「自己愛」と

いった感情があげられる。それらは、それまでの生

育環境が大きく関係していることが考えられる。 

 本研究は揺れ動く青年期に生起する、「自己嫌悪」、

「自己肯定」、「自己愛」の感情に着目し、それらの

感情生起が生育環境とどのように関わっているか検

討することを目的とした。 

方 法 

【調査対象】：K大学スポーツ学部、男子 127名、女

子 62名、計 189名。【調査方法】：集団で実施。質問

紙を配布し回収。調査時間は約 10～15分間。【調査

時期】：平成 28年 11月下旬。【フェイスシート質問

項目】：①年齢、②性別、③出生順、④家族構成、⑤

両親・祖父母の養育態度、⑥両親・祖父母の関心度。

【質問紙項目】：「自己嫌悪感尺度（水間,1996）」12

項目、「自己肯定意識尺度（対自己領域）（平石,1990）」

12項目、「自己愛的甘え尺度（稲垣,2007）」16項目、

3尺度・計 40項目の質問を用いた。 

結果及び考察 

１．出生順による比較：出生順を独立変数、各項目

得点を従属変数として比較した結果、何れの項目に

おいても有意差は見られなかった。今回の質問項目

によっては、3つの感情生起を明確に測るに至って

いなかった可能性が考えられた。 

２．家族構成による比較：家族構成の比較において

も有意差は見られなかった。物理的な家族構成より

も、家族の親密さといった、家族関係の質的な面が

影響しているのではないかと考えられた。 

３．両親の養育態度による比較：母親の養育態度に

おいて、何れの項目においても有意差は見られなか

った。父親においては、父親が厳しいと、「自己嫌悪」

得点が高い傾向を示した。自己嫌悪の感情は自己へ

の失望や、自己と他者の比較による劣等の感情でも

あることから、父親の厳しさが他者との比較におけ

る優位性を求めている可能性も考えられた。 

４．両親の関心度による比較：母親・父親、両者の

関心度が互いに影響し合うことを考え、二要因計画

の比較を行った。「自己愛」得点において有意な交互

作用が認められ下位の検定の結果、母親が無関心な

場合には、父親の関心がある場合に「自己愛」得点

が有意に高かった 。父親が家庭の最終決定者である

場合、母親は父親の態度を黙って見守る立場をとっ

り、その姿が、母親が無関心と捉えている理由かも

しれない。また父親が「自分を気にかけてくれてい

る」という感覚は、生育環境における権威に守られ、

甘え感情としての「自己愛」感情を高めているので

はないだろうか。また「自己肯定」得点は、母親の

関心度が高い方が、有意に高かった 。 

 青年期の感情生起においては、生育期の父性と言

った厳しさや権威からは「自己嫌悪」や「自己愛」

といったネガティブな方向性を、母性と言った受容

や養育的態度からは「自己肯定」といったポジティ

ブな方向性を持った影響を受けていることが推察さ

れた。 

                          

付記：本研究は、筆者のゼミ生であった市谷崇君・上田高也君・岸川剛士君が、九州共立大学

スポーツ学部の平成28年度卒業研究において取り組んだ調査研究データを基にしたものであ

り、本学会にて発表することを本人達に了解済みであることを付記いたします。 



総合型地域スポーツクラブ関係者の障がい者スポーツに対する意識研究  

―障がい者スポーツプログラムの存在の有無による比較から― 

〇岩㟢駿（西九州大学大学院）、山田力也・眞﨑奈津美（西九州大学） 

 

キーワード：総合型地域スポーツクラブ、障がい者スポーツ、共生社会 

 

目 的 

障がい者がスポーツを行う環境が未だ十分でない

中、地域住民のスポーツ拠点として重要視されてい

る総合型地域スポーツクラブ（以下、総合型クラブ

とする）がそれを解決する場になりうる可能性を秘

めているといえよう。障がい者スポーツと総合型ク

ラブの関係についてはその特徴や実態調査などの研

究が行われている中、総合型クラブの関係者が障が

い者スポーツに対してどのような意識を持っている

のかについての研究はなされていない。 

 そこで本研究は、総合型クラブの関係者の障がい

者スポーツに対する意識や考え、興味関心、理解度

について、障がい者が会員として所属している総合

型クラブとそうでない総合型クラブとの比較分析を

通して明らかにすることを目的とする。 

方 法 

障がい者スポーツを取り入れている（以下、障ス

ポありとする）F県内の総合型クラブAとB、障

がい者スポーツを取り入れていない（以下、障スポ

なしとする）S県内の総合型クラブCとDの４ク

ラブの関係者と会員の健常者（各 150名、計 600

名）を対象にアンケート調査を実施した。 

また、障スポありのAとBではどのようにプロ

グラムとして導入されているのかということを調査

するためにフィールド調査も実施した。 

結 果 と 考 察 

 両者間に顕著な差がみられた項目は「障がい者ス

ポーツをもっと普及すべきと考える」であり、障ス

ポなしの方が 9.4％高い値を示す結果となった。な

お、全体的にも障スポなしの方が障がい者スポーツ

に対して肯定的な意見が高い傾向となった。 

 障スポありの方が障スポなしを上回った項目を挙

げると、「障がい者スポーツ観戦の有無」と「体験

経験の有無」、「障がい者スポーツを特別視していな

い」がある。この結果については、障がい者スポー

ツが身近に存在していることによって、同じクラブ

会員が行っていることについての興味関心や一つの

プログラムとしての理解が高まっているのだと推察

される。 

 しかしながら、「障がい者スポーツもスポーツの

一つである」や先に挙げた「障がい者スポーツをも

っと普及すべきと考える」などの項目では、障スポ

なしの方が肯定的となっている。これらについて

は、障スポなしにとって障がい者スポーツというも

のはテレビに映る華やかで力強い場面の印象が強

く、障スポありと違って観戦経験や体験経験が少な

い。そのため、実際に活動している中で見えてくる

指導者不足やハード面の問題、地方レベルと世界レ

ベルの大きな技術差などの裏側（実際の場）を知ら

ずに現在の世の中の障がい者スポーツを盛り上げよ

うとする機運に乗る形で簡単に理想を思い描いてい

るのであろうと考えられる。 

その一方で、実際に障がい者と交流していると想

定される障スポありにとっては、その裏側をリアル

に見て感じる中で障がい者スポーツを一般のスポー

ツと捉えられなかったり、結果としてサポートする

ことを敬遠してしまうのであろう。以上より、「共

生社会の実現」が叫ばれる現在の理想と現実の意識

の差を垣間見ることができると同時に、障がい者ス

ポーツプログラムの実施・運営の難しさが伺える。 



大学キャンプ実習の心理的効果およびその持続性  
○熊谷	 賢哉・宮良	 俊行・田井	 健太郎・元嶋	 菜美香・宮本	 彩（長崎国際大学） 

 

キーワード：転地型野外実習、POMS、STAI、KiSS-18 

 
目	 的	

	 長崎国際大学では、平成13年度より「キャンプ実

習」、「スキー・スノーボード実習」、「マリンスポー

ツ実習」といった転地型野外実習を開講しており、

平成 23 年度よりファカルティ・ディベロプメント

（Faculty	Development,	FD）の一環としてこれらの

転地型野外実習が参加学生の心理に及ぼす影響につ

いて調査・検討を行っている。これまで開講された

転地型野外実習では、参加学生の「気分・感情」、「不

安状態」、「ストレス対処能力」等が実習後に有意に

改善したという結果を得ている。また、スキー・ス

ノーボード実習では、実習参加による心理的効果が

転地ではなく、プログラム参加により得られたこと、

その効果に持続性が認められなかったことを報告し

ている。	

	 本研究では、キャンプ実習の心理的効果を、①転

地による効果、②プログラム参加による効果の2要

因に分けて検討すること、更には、③実習により得

られた心理的効果の持続性を検討することを目的と

する。	

方	 法	

	 平成 29年度（H29年 8月 20日〜24日）に開講さ

れたキャンプ実習に参加した学生43名（19.6±0.8

歳）を調査対象とした。キャンプ実習（4泊 5日）

は、初日の午前および最終日の午後を大学と実習場

所間の移動に使い、その間（初日の午後〜最終日午

前）に実習プログラムとして、リバーカヤック（半

日×2回、1日×1回）、クラフトワーク（半日×1

回）、キャンプファイアー（1回）、野外炊飯（3回）

を必須プログラムとして行い、ボルダリング、オリ

エンテーリング、フライングディスクを選択プログ

ラム（半日×1回）として行った。調査は、①実習

前（実習の2日前）、②転地直後（実習初日）、③プ

ログラム終了直後（実習最終日）、および、④実習後

（実習45日後）の計4回行った。調査には、感情プ

ロフィール調査（POMS）、状態-特性不安検査（STAI）、

および、社会的スキル尺度（KiSS-18）を用いた。調

査で得られた心理的指標の調査時期の違いによる平

均値の差の検定には、繰り返しのある一元配置分散

分析を用い、下位検定にはFisherのLSD法を用いた。

なお、有意水準は5%とした。	

結	 果	

	 転地により、POMSの「抑うつ」、「怒り」および「混

乱」の3つのネガティブ指標が有意に減少した

（p<0.05）。また、プログラム参加により、POMSの

「活気」およびKiSS-18 の「人間関係」の2つのポ

ジティブ指標が有意に増加し（p<0.05）、STAIの「状

態不安」および「特性不安」の2つのネガティブ指

標が有意に減少した（p<0.05）。更に、プログラム参

加により有意な変化を示した、KiSS-18 の「人間関

係」、STAIの「状態不安」および「特性不安」の3

指標において、効果の持続性が認められた（p<0.05）。	

考	 察	

	 キャンプ実習参加により「気分・感情」、「不安状

態」、「社会的スキル」、にポジティブな変化が認めら

れた。スキー・スノーボード実習では、これらのポ

ジティブな変化は、転地ではなくプログラム参加に

より得られ、また、その効果に持続性は認められな

かったが、本研究で対象としたキャンプ実習では、

「気分・感情」に対する効果は転地により、「不安状

態」および「社会的スキル」に対する効果はプログ

ラム参加により認められた。更に、プログラム参加

による効果が認められた「不安状態」および「社会

的スキル」において、効果の持続性が認められた。	



形成的授業評価票を用いた地域スポーツ教室の満足度評価 

○元嶋 菜美香・宮本 彩・田井 健太郎・熊谷 賢哉・宮良 俊行（長崎国際大学） 

 

キーワード：地域スポーツ教室、満足度、形成的授業評価票 

 

目 的 

地域スポーツ教室の満足度を測定する、児童生徒

を対象とした妥当性が確認された簡便な調査尺度は

みられない。一方で、教科教育法領域では形成的授

業評価票（長谷川他,1995）を使用した児童生徒によ

る体育授業評価の手法が確立しており、信頼性・妥

当性が確認されている。地域スポーツ教室の継続に

は児童生徒の満足度を高めることが重要であるが、

満足度につながる要因を明らかにするうえで簡便な

調査尺度は不可欠である。すでに実用性が示されて

いるだけでなく指導行動との関係性も明らかにされ

ている形成的授業評価票が地域スポーツ教室におい

ても援用可能であれば、地域スポーツ教室における

指導行動などの改善、地域スポーツ教室の継続率の

向上につながると考えられる。 

本研究では、形成的授業評価票を使用した地域ス

ポーツ教室の児童生徒の満足度の測定可能性につい

て検討する。 

方 法 

 1日 2時間の地域スポーツ教室（計 20回実施）に

参加した児童生徒を調査対象とし、延べ 329サンプ

ルを回収した。地域スポーツ教室参加後にプログラ

ムの内容について、形成的授業評価票の「意欲・関

心」、「成果」、「学び方」、「協力」の 4因子 9項目の

うち、地域スポーツ教室の評価に妥当であると考え

られる「楽しさの体験」、「技能の伸び」、「自主的学

習」、「なかよく学習」の 4 項目を援用し、5 件法で

回答を求めた。また、「地域スポーツ教室の満足度」

について、「1:満足した～5:満足できなかった」の 5

件法で回答を求めた。「満足度」を独立変数、形成的

授業評価票の 4項目を従属変数とし、強制投入法に

よる重回帰分析を行った。 

結 果 

重回帰分析の結果、説明率は 47％で、説明率の検

定は 0.1％水準で有意であった（表 1）。標準偏回帰

係数の有意性を見ると、「意欲・関心」（β＝.58,p

＜.001）および「学び方」（β＝.14,p＜.01）におい

て有意な係数を示した。 

 

 

考 察 

先行研究（長谷川他,1995）において「授業に対す

る総合的評価」（今日の授業は、とてもよかったと思

いますか）との相関係数は「意欲・関心」因子が最

も高く、地域スポーツ教室の満足度には体育授業と

同様に子どもたちが楽しさを感じられたかどうかが

大きく影響することが示された。一方で、参加者の

自主的な活動に関する質問項目である「学び方」に

ついては、先行研究と異なり地域スポーツ教室の満

足度と高い相関を示した。これは、半ば強制的に参

加させられている体育授業と異なり、児童生徒が自

ら関心のある種目を選択して地域スポーツ教室に参

加しているためであると推測される。 

本研究の結果から、形成的授業評価票を使用する

ことで地域スポーツ教室の児童生徒の満足度に影響

を与える要因が一部測定可能であることが示された。

しかし、説明率が 50％に満たなかったことから、体

育授業と異なる地域スポーツ独自の要因があること

が明らかとなった。 

説明変数

因子 下位項目 Mean β p
意欲・関心 楽しさの体験 1.16 .58 ***

成果 技能の伸び 1.50 .02

学び方 自主的学習 1.45 .14 **

協力 なかよく学習 1.45 .05

　R² 0.47 **＊

従属変数：満足度 ***：p＜.001  **:p＜.01

N＝329

表1 満足度と形成的授業評価項目との重回帰分析結果 



高打率を残すためのコンディショニング 

－メントレアプリの解析結果から－ 

○古門良亮（九州工業大学大学院）・徳永政夫（北九州市立大学）・林航輔・斉藤嘉子・小

田一八（行動評価システム研究所）・磯貝浩久（九州産業大学） 

キーワード：コンディショニング，野球 

 

背 景 

 野球の試合で良いパフォーマンスを発揮するため

には，適切なコンディショニングが重要となる．コ

ンディションは，技術や体力に加えて心理的要因が

含まれる (竹野ら，2014)．これまでのコンディショ

ン管理は紙ベースで行われることがほとんどであり，

選手自身が日々のコンディション変化を確認できな

いなどの問題点があった(仙石ら，2015)．そこで，

メントレアプリ(BASラボ製)を用いて，身体状態・

心理状態・自己管理能力のコンディションデータを

収集した．本研究の目的は，コンディションデータ

と 10試合分の野球の打率データの関係を検討して

高打率を記録する選手の特徴を明らかにすることで

あった． 

方 法 

1．調査対象と調査期間 

対象は A 大学の野球部員 21 名 (平均年齢

19.81(SD=0.81)歳)で，コンディションデータ(朝 37

日分，夜 36日分) を収集した． 

2．測定項目 

朝・夜の測定項目を表 1に示す．また，心理状

態は，快-不快，冷静-興奮の二次元気分と，緊張，

落ち込み，怒り，活気，疲労，混乱の 6つの感情

データを用いた(図 1)． 

3．分析方法 

 平均打率が第 1四分位より小さな者を低打率群

(n=6，平均打席 1.83，平均打率 0.00)，第 3四分位よ

り大きい者を高打率群(n=5，平均打席 28.0，平均打

率 0.32)とした．  

結 果  及  び  考  察 

 朝と夜の身体状態と自己管理能力のコンディシ

ョンデータを比較したところ，高打率群は低打率群

に比べて，日々の目標の達成見込みと達成度の両方

が高い傾向にあった． このことより，高打率群は自

己の目標設定がうまくできており，その目標を達成

する自信も高いと考えられる．また，高打率群は，

夜の疲労度，練習強度，満足度が高い傾向にあった

ことより，試合に限らず練習においても自己の十分

な追い込みができている思われる．さらに，入力率

は，両群とも朝の値が高い傾向にあった．これは，

チーム練習が朝に行われるため，練習前に自身のコ

ンディションを把握しようとしているためと考えら

れる(表 1)． 

表 1身体状態および自己管理能力のデータ 

次に，二次元気分のデータ(図 1左)より，低打率

群は気分の変化が少ないが，高打率群は「興奮」の

値が朝に比べて夜に上がっていた．これは，高打率

群は，日々の練習や試合において，満足度が低打率

群よりも高く，朝に比べて夜に覚醒水準を上げるこ

とができているためと思われる． 

図 1 打率の違いによる心理状態のデータ 

最後に，感情状態のデータ(図 1右)より，高打率

群は朝と夜ともに「活気」の値が低打率群と比べて

高かった． 高打率群は，一般的に良好といわれる「活

気」の値が朝と夜ともに高い状態であるため，パフ

ォーマンス発揮可能なコンディショニングができて

いると考えられる． 

結 言 

 本研究では，野球の打率に着目し，打率の違いに

よる選手のコンディションを検討した．その結果，

高打率群は普段の練習時から満足度が高く，目標達

成度も高いことが明らかになった．また，心理状態

の特徴として，「活気」の値が高い傾向にあった．今

後は，標本数を増やし統計解析を行い，信頼性およ

び妥当性を上げる必要がある． 



大学生アスリートにおける摂食傾向の性差 

〇山中恕（福岡大学大学院）、山口幸生（福岡大学）、安部七波（福岡大学大学院） 

 

キーワード：摂食傾向、性差、アスリート 

 

目 的 

 神経性無食欲症や神経性過食症などの摂食障害

は、アスリートの健康およびパフォーマンスの両方

に影響を及ぼす。また、非アスリートよりアスリー

トの方が摂食障害を発症するリスクが高い。そして

この傾向は、体重やスタイルが競技成績に関係する

スポーツで強いことが報告されている

（Elizabeth,2016）。 

 多くの先行研究は女性を対象にしているが、欧米

の研究では性差が指摘されている。また女性の乱れ

た食事パターンを念頭において開発された質問紙や

測定ツールを使用していくことは、男性アスリート

の摂食傾向や摂食障害などの分野の研究を大きく妨

げていると考えられている(James&Tim, 2015)。 

しかし、日本人アスリートの性差に焦点をあてた

研究は全くない。そこで本研究では、日本人大学生

アスリートにおける摂食傾向の性差を，質的に検討

することを目的とした。 

方 法 

1. 調査対象者と調査時期 

地方大都市圏の総合大学に在籍する体育会所属運

動部員 15名（男 8名：女 7名） を対象に、平成 30

年 6 月 8 日～8 月 6 日に半構造化インタビューを実

施した。対象とした部活動は、体操競技部・新体操

競技部・レスリング部・柔道部の 4競技である。 

2. 調査内容と調査手順 

 インタビューは一人ずつ行った。また、被検者に

同意を得た上で発言内容をすべてボイスレコーダー

録音した。そしてその発言内容について KJ法を用

いて分析した。 

結 果・考 察 

1. 摂食傾向の男女差  

 男女別に分析した結果、女性にのみ「感情」に関

わる分類がみられた。具体的には，「ストレスが溜

まる」「とてもイライラした」という内容であっ

た。また、スタイルについての質問に対し男性の方

が「筋肉」についての発言が多く、「筋肉をつけた

い」「筋肉で体を大きくしたい」などの発言がみら

れた。食事内容に関する発言では、「サラダを食べ

る」「野菜をたくさん摂る」など野菜という言葉が

女性に多くみられていたが、男性では全くみられな

かった。これは、女性と男性で減量・ダイエットを

する際に読む雑誌やインターネットなど、情報源が

違う可能性がある。しかし、この点については男女

での情報源の違いにおける明確な研究がないため、

今後検討していく必要があると考えられる。また、

男性は筋肉をつけたいという考えがある人が多かっ

た為、直接的に「減量＝野菜の摂取」には結びつか

なかったのではないかと考えられる。 

2. 体重階級のある競技・ない競技での比較 

 体重階級のある競技（レスリング・柔道）とない

競技（体操競技・新体操）に分けて比較したとこ

ろ、女性にのみみられた「減量のストレス」に関す

る発言は体重階級のない競技の方に多かった。ま

た、「周囲の影響」という項目では体重階級のある

競技では「他者から知識を学ぶ」「ルールに伴う影

響」などの発言が多かったのに対し、体重階級のな

い競技では「先生やコーチなどから痩せろと言われ

る」などの減量・ダイエットのきっかけになるよう

な発言が多くみられた。 



大学が行うスポーツを通じた貢献活動が地域住民のスポンサー企業に対する

意識に及ぼす影響 

― 鹿屋体育大学を事例にして － 

〇八尋風太（鹿屋体育大学大学院）、萩原悟一（鹿屋体育大学） 

 

キーワード：アイデンティフィケーション、ＣＳＲ活動、地域貢献、大学 

 

目 的 

現在、各企業が社会から良い評価や信用を得て、企

業価値の向上、企業のブランドイメージの構築のた

めにＣＳＲ活動に力を入れている。また 2020年の

東京オリンピックに向けて、オリンピック・ビジネ

スやスポンサーによるＰＲなどが盛り上がりをみせ

る中、スポーツに関するＣＳＲ活動が増えている。

その一部として大学施設を利用したスポーツイベン

トに企業が協賛するかたちがある。そこで、大学の

地域貢献が大学アイデンティフィケーションを高め、

企業の好感度を上げることを明らかにすることは、

マーケティングのツールとして用いられるＣＳＲ活

動を行う企業において有益である。そこで本研究は、

大学が行うスポーツイベントを通した地域貢献度が、

大学アイデンティフィケーションと企業好感度へ及

ぼす影響を明らかにすることを目的とする。 

方 法 

平成 30年 4月 3日に鹿屋体育大学で行われたスポ

ーツイベントの鹿児島県周辺に在住している参加者

6歳～69歳、男性 107名、女性 47名、計 158名（未

記入 4名を含む）を対象に質問紙法により調査を実

施した。質問紙ではまず性別や年齢や住まい、交通

手段、鹿屋体育大学についての情報ツール、スポー

ツ活動の頻度について尋ねた。続いて地域貢献度、

鹿屋市愛着度、大学アイデンティフィケーション、

企業好感度に関する回答を求めた。地域貢献度の尺

度ついては、Jリーグが行っている観戦者調査のア

ンケートを書き換えたものである。鹿屋市愛着度と

大学アイデンティフィケーションの尺度については、

藤本ら（2012、2013）によって信頼性と妥当性が確

認された項目から、書き換えて 3項目ずつ用いた。

企業好感度の尺度については、「肯定的・否定的」「好

き・嫌い」「好感がある・好感がない」の 3項目を 5

段階評価で行った。 

結 果 

地域貢献度、大学アイデンティフィケーション、鹿

屋市愛着度、企業好感度について、線形回帰分析を

行った。その結果、地域貢献度と大学アイデンティ

フィケーションは 1％水準で有意な差が認められた。

また、地域貢献度と企業好感度は 5％水準で有意な

差が認められた。そのほかでは有意な差は認められ

なかった。 

考 察 

地域貢献度は大学アイデンティフィケーションおよ

び企業好感度との有意な差が認められた。このこと

から、大学が行う地域のスポーツイベントにＣＳＲ

活動の一環として企業が協賛することで、大学アイ

デンティフィケーションを高めるとともに、企業好

感度を上げる可能性が考えられる。また、大学アイ

デンティフィケーションと企業好感度については有

意な差が認められなかった。このことについては、

地域住民が大学に対してまだアイデンティフィケー

ションを持つことができていないということが考え

られる。以上のことから、これまでは企業がスポー

ツイベントに協賛し、直接的に企業好感度の獲得を

目指していたが、地域のスポーツイベントにおいて



企業の投資価値を高めるには、大学アイデンティフ

ィケーションを高めるということを狙う必要性があ

る。 

 



異なる種類の椅子による座位安静時の心理・生理的応答  
〇熊原秀晃（中村学園大学） 

 

キーワード：座位活動、職場身体活動、ストレス、エネルギー消費量 

 

目	 的 

	 座位活動時間の増加は，心血管疾患や総死亡の危

険因子であることが示唆されており（Rezende F et al., 

2016; Owen N et al., 2010），オフィスワーカーの座位

活動時間を減少する試みが推奨されている（Buckley 

JP et al, 2015）．一方，座位活動を中断することは仕

事の中断に繋がる可能性も否めない．本研究は，座

ったままで疾病予防に寄与できる座位活動の可能性

を探究するために，椅子の種類をかえることが座位

中の主観的負荷および筋活動とエネルギー消費量へ

及ぼす影響を検討した．本課題は，オフィスワーク

における座位活動に対する生活習慣病予防策の開発

に繋がるものと考える． 

方	 法 

	 成人男女各 8名を対象とし，一般的なオフィスチ

ェアの背もたれ使用時（背あり C），背もたれ未使用

時（背なし C），座位姿勢改善機能を謳った市販のク

ッション使用時，バランスボールを椅子とした時（ボ

ール C）の 4種の椅子における座位安静測定を各 10

分間ランダムオーダーで連続試行した．各椅子の座

位中の主観的な負荷度や座り心地（計 6設問）を

Visual Analog Scale法で評価した．また，呼気ガスお

よび 6筋群の筋電図を測定した． 

結	 果 

	 ボール C の酸素摂取量は，背あり C と比較して

13±2%有意に高値を示した．ボール Cの筋電図積分

値の全筋群合計値は，背あり Cと比較して 55±46%

有意に高値を示した．また，ステップワイズ重回帰

分析にてボールC使用時の酸素摂取量増加に影響し

た活動筋群を検討した結果，大腿直筋活動が有意な

説明変数として採用された（r2=0.531，p<0.05）．ま

た，ボール Cと背なし C，クッション使用時の腰部

脊柱起立筋および腰部多裂筋の筋電図積分値は，背

あり Cに比して有意に高値を示した．主観的負荷に

関して，4 種の椅子の「座り心地」に有意な差は認

められなかった．ボール Cの「脚への負担」は背あ

り Cに比して有意に低値を示した．一方，背なし C

の「続けて座れる」感覚は，背あり Cに比して有意

に低値を示した．  

考	 察 

	 オフィスワークにおいて椅子をバランスボールに

かえることは，背部，腰部，臀部への主観的負荷の

増大や「続けて座れる」感覚の低下といった心理的

負担を誘引することなくエネルギー消費量の亢進を

促すことが期待された．それは，一般的なオフィス

チェアの背もたれ使用時と比較して酸素摂取量で僅

か 13%の増加分であるが，体重 80kg の人の場合で

は 1ヶ月（8時間/日×22日間/月勤務）で約 1920kcal

のエネルギー消費量の増加と換算され，年間で約

3.3kg の体脂肪燃焼に相当する無視でき得ない影響

と考えられた．また，このボール C座位中の酸素摂

取量の増加は，大腿直筋の筋活動の増大と関連する

ことが示唆された．クッション使用時の筋活動やエ

ネルギー消費の程度は，背なし Cと同等だったもの

の，背なし Cで認められた「続けて座れる」感覚の

低下を呈さなかった． 

	 今後，実際のオフィスワーク作業時間に応じたよ

り長時間の測定を含めた追検討が必要である． 

謝	 辞 

	 本研究は，御領園直子氏，平山みゆき氏，森本利

奈氏（中村学園大学），綾部誠也氏（岡山県立大学）

との共同研究として実施した．また，JSPS 科研費

JP16K13035の助成を受けたものである． 



図2 受傷後のスパイクサーブ動作 

世界一流男子バレーボール選手の打撃腕肩関節脱臼後の 

スパイク動作に関するバイオメカニクス的分析 

○増村雅尚（崇城大学） 

キーワード：バレーボール、脱臼、スパイク、トルク、内外旋 

 

目 的 

 競技選手は万全の状態で活動できるとは限らず、不

慮の原因で突発的な外傷を受ける選手も多い。受傷後、

リハビリテーションを重ね、復帰するが、受傷前と同

様の打撃ができず、その原因がつかめない選手もいる。 

強く打撃する技術を明らかにするには、一流選手の

動作を分析することが役立つと考えられるが、本来の

機能を果たしていない状態から本来の動作に近づける

過程を分析することも、打撃技術を明らかにすること

に役に立つと考えられる。本研究では、打撃腕肩関節

脱臼受傷前と受傷後の世界一流男子選手のサーブ動作

を3次元動作分析し、強く打撃するための示唆を引き

出すことを目的とした。 

方 法 

 受傷前動作として2016オリンピック最終予選男子

大会における公式戦を撮影し、受傷後として 2017/18V

プレミアリーグ男子大会をVTR撮影し、試合のおけ

るスパイクサーブ動作において、ミスしなかった試技

を分析した。分析選手は2016オリンピック最終予選男

子大会後に右腕肩関節脱臼を患った選手であった。両

動作とも3次元DLT法により3次元身体座標を構築し

た。測定点ごとにWells and Winter(1980)の方法によっ

て最適遮断周波数（5～12Hz）を決定し、3次元座標値

をButterworth digital filterにより平滑化した。得られた

身体部位の3次元座標から、ボール速度、身体各部や

身体重心の速度、関節角度および角速度等を算出し、

さらに逆動力学的手法により肘、肩、体幹の関節トル

クを算出した。離地からボールインパクトまでを、①

踏切足離地、②テイクバック（体幹の後方ひねり最大

時点）③インパクト（ボールインパクト時点）の動作

区分点をもとに分け、①から②までをバックスイング

局面、②から③までをフォアードスイング局面とした。 

結果と考察 

関節角度について：水平内外転動作では受傷後はバ

ックスイング～フォワードスイングにおいて水平内転

位で推移しており、上腕が肩よりも前に曲がった状態

でスイングしていた。受傷前は離地からテイクバック

において体幹～上腕が一直線状態（0度）を超えるス

イングを行っていた。受傷後は水平内転位でインパク

トしており、上腕が前に曲がった状態でインパクトし

ていた。内外旋動作ではテイクバックからのフォワー

ドスイングにおいて受傷前のスイングでは大きく外旋

しており、受傷後は外旋角度が小さかった。 

関節トルク・角速度・トルクパワーについて：フォ

ワードスイングにおいて、受傷後は水平内転トルクと

内旋トルクが減少していた。また、受傷前はトルクパ

ワーに関してはテイクバックからインパクトまで水平

内転トルクから、水平内転角速度の増加により、大き

な水平内外転トルクパワー生成がみられた。 

 以上のことから、①肩関節の水平内外転動作が機能

しにくくなる。それが内外旋動作に影響していると考

えられる。②受傷後は水平内転位にあり、水平内外転

に関する大胸筋、上腕二頭筋などの柔軟性のチェック

と確保、水平に保つ筋力とコーディネーションが必要

であると考えられる。③受傷後は水平内転位でのフォ

ワードスイングとなっており、上腕の加速が十分に得

られていない可能性が考えられる。 

 

図1 肩関節角度 
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保健体育教員養成課程におけるマイクロティーチングの実践 

－学生が持つよい授業へのイメージとピア評価との関連－ 

○井藤英俊(九州保健福祉大学) 青柳領(福岡大学) 

キーワード：授業評価、よい授業、マイクロティーチング 

【緒言】近年、各教科における ICT の効果的活用や、

主体的・対話的で深い学び(アクティブラーニング)の導

入など、新たな教育課題に対応していくため授業方法

は大きく変化してきた。教員養成を行う大学において

は、その変化に対応した授業を実践していくため、以前

より教育実践力の育成を目指した模擬授業やマイクロ

ティーチングの演習が多く実践されてきた。模擬授業

やマイクロティーチングでは、授業者による省察力や

反省的思考力の育成に加えて、観察者もピア評価を行

うことにより授業観察力の向上につながる。 

一方、授業を実践する際や授業を観察し評価する際

に、その人が持つよい授業に対する信念やイメージが

影響を与える。よい体育の授業には、「学習時間の確保」

「学習の規律の確立」「肯定的な人間関係」「情緒的な開

放」などの重要視される要因があり、それらのどこを重

要視しているかによって、授業内容や授業評価は変わ

ってくると考える。 

そこで、本研究は体育教員養成課程における学生を

対象としたマイクロティーチングにおけるピア評価に

対して、授業評価者が持つ「よい授業」のイメージがど

のように関わっているかを明らかにすることを目的と

した。 

【方法】対象者は保健体育教員を志望する学生であっ

た。受講生の一人が教師役をしたマイクロティーチン

グを実施し、残りの受講生が生徒役となり、「めあて」

「態度」などの授業スキルや内容などを評価するため

に作成した15項目の観点別評価と総合評価について5

件法で回答を求めた。さらに、受講生の持つ「よい授業」

のイメージについて質問紙にて調査を行った。授業評

価の結果と学生が持つ「よい授業」のイメージの関わり

について検討するために分散分析を行った。 

【結果及び考察】授業評価と学生が持つ「よい授業」の

イメージの分散分析の結果については表1に示した。 

 

表1 よい授業のイメージ別評価得点の分散分析 

 

授業イメージの「指導行動」は、「教材・教具」「視線・

机間指導」「言葉遣い」「振り返り時間」「総合評価」の

５項目において有意な差が認められた。 

授業イメージの「使いたくない時間」は、「本時のね

らい」「教材・教具」「視線・机間指導」「言葉遣い」「態

度」の５項目において有意な差が認められた。 



バレーボールゲームにおける得点に影響する技術要因 

○宮田睦美，八板昭仁（九州共立大学） 

キーワード： 攻撃成否 複合的分析  

 

目 的 
バレーボールは，コート上でネットを挟んで相対

し，3回以内のボール接触で攻防を繰り返しながら，
点を取り合って勝敗を競う競技である．3回以内の
ボール接触には，レシーブやパス，スパイク等の個
人技術があり，チーム内で効果的に攻撃ができるよ
うそれらを有効活用し，守備から攻撃へつなぎ得点
を狙うことになる．また，バレーボールは，ラリー
の中で動いたボールをコントロールすることから，
個人技術とともに攻撃に繋げる技術が大きく関連し，
攻撃成否に影響することが考えられる．そこで本研
究は，相手チームの攻撃や防御とともに流動的に行
われるラリーに関わる技術を複合的に分析し，攻撃
の成否に影響する要因を検討することを目的とした． 

方 法 
調査対象は，平成29年11月27～12月3日に開催

された第64回全日本バレーボール大学女子選手権
大会3試合である．「a.攻撃に繋げる戦術行動」「b.
直接的攻撃行動」「c.相手の防御行動」の3つに関わ
るレシーブ，トス，スパイクの場所や方法，ブロッ
クタッチの有無やパターンなどの14項目を記録し
て数量化理論Ⅰ類を用いて分析した． 

結果および考察 
14項目を説明変数，攻撃結果を目的変数として数

量化理論Ⅰ類によって算出された重相関係数は 
0.421であり，「攻撃に繋げる戦術行動」，「直接的攻
撃行動」，「相手の防御行動」に関わるレシーブ・ト
ス・スパイク等に関わる14項目の間に一定水準の関
連があることが示された．各アイテムのカテゴリー
レンジは図1に示す通りである． 最も高い値を示し
たのは「相手ブロック」であり，相手チームのブロ
ック状態，ブロック参加人数が攻撃成否に影響して
いることが示された.ブロック技術は，攻撃を阻止・
軽減するために必要であり，相手チームに最も近い
位置での攻防に関わる重要な技能である．本研究に
おいても攻撃成否に影響する要因としてブロッカー 
の技術的要素が最も強く影響していることが示され 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た．次に高い値を示したのは「レシーブ質」であっ
た．レシーブ技術において最も困難な状況は，強打
をレシーブすることであるが，山田(2009)は，女子
はパワーがなく，1 本で決まるラリーは少ないと述
べており，ラリーの応酬が続いた後， フェイントな
どの意表をついて得点する手段もあり(ゴーダン，
2009)，本研究においても何度も繰り返されるラリー
の中で，コントロール可能なボールをセッターへ返
球できるか否かが攻撃成否への影響が大きくなった
と考えられる． 
図2は「相手ブロック」のカテゴリーウェイトで

あり，「6. ×-1＆〇-1」，「7．△-1＆〇-1」，「4. △
-1＆△-1」に大きい正の値が示された．2人ブロッ
クであっても，1人が不完全の場合は，攻撃が成功
する可能性が高くなることが示された．一方，｢1．
〇-1＆〇-1＆〇-1」，｢2. 〇-1＆〇-1」のように2
人のブロックが完成された状態では負の値が示され
た．蔦宗(2012)は，不完全ブロックは枚数に関係な
くブロック成功率が低くなり，不完全な複数ブロッ
クより，完全なマンツーマンブロックの効果率が高
く，完成したブロックの枚数を多くすることが重要
であると述べており，本研究の結果はこの報告を肯
定する結果となった． 
図3は「レシーブ質」のカテゴリーウェイトであ

り，正の値の「A」「B」と負の値の「C」に大きな差
がみられた．「A」は「セッターが移動せずに全ての
コンビネーション攻撃を行えるところに返球したレ
シーブ」，「B」は「セッターがコンビネーション攻撃
を行えるがポジション移動しなければならないとこ
ろに返球したレシーブ」，「C」は「セッターがコンビ
ネーション攻撃を行えないところに返球したレシー
ブ」であり，コンビネーション攻撃の可否が大きく
影響している．つまり，コンビネーション攻撃の可
否とそれに伴う相手ブロックを1人以上不完全な状
態にすることが攻撃を成功させることに重要である
ことが示された． 
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図2  相手ブロック  カテゴリーウェイト          

 

図3 レシーブ質 カテゴリーウェイト          

 

図1 カテゴリーレンジ 

 



小学校における攻守一体型の教材づくり 

―「攻守一体プレイタイプ」の先行実践の検討を通して－ 

○宮内 孝（南九州大学） 

 

キーワード：ネット型ゲーム、攻守一体プレイタイプ、教材づくり 

 

目 的 

 テニス、バドミントンなどの「攻守一体プレイタ

イプ」のゲームは、バレーボールのような「連携プ

レイタイプ」のゲームよりも、よりやさしく「ネッ

ト型」の戦術的学習が進められる可能性がある。 

しかしながら、小学校における本タイプの実証的

研究特に教材づくりは、未着手の状況にある。新学

習指導要領において、本タイプが初めて取り上げら

れたことからも、教材づくりは喫緊の課題である。 

 そこで、先行実践の検討(宮内:2018)から得た知見

を再検討して開発した教材とその予備的実践の結果

を考察して、本タイプの教材づくりの基礎資料を提

供することを本研究の目的とする。 

 

結 果 

(1)「攻守一体プレイタイプ」の学習内容 

本タイプの指導目標は「ラリーを続ける楽しさの

獲得」と「ラリーを断ち切って得点を争う楽しさの

獲得」の 2 つに大別できる。それぞれの目標達成に

必要な「戦術的な状況判断」とその判断を実行する

ための「ボール操作」がその学習内容である。 

「どのスペースに返球するか」などの戦術的な状

況判断を学習するためには、「素手でボールを捕っ

て、相手に投げ返す」「ツーバウンドまで打ち返す」

といったボール操作の負担軽減が必要になる。 

一方、テニスなどを取り上げる中・高等学校への

系統的な学びを保障するには、用具でボールを振り

打つ動きを取り上げることは欠かせない。 

いずれにせよ、相手コートに用具でボールを打ち

返す困難さがある本タイプの教材づくりをする上で

は、この困難さを緩和してラリーを楽しむことを保

障した教材づくりの視点が極めて重要である。 

(2)「川越え 2人ピンポン」（図１）の予備的実践 

用具で振り打つ動きを用いて、ラリーを楽しむこ

とを目標として、4時間の授業を行った。 

初めて本タイプにふれる４年児童にとっては、「ラ

リーを続ける」から「ラリーを断ち切る」ゲームへ

と移行する単元計画が好ましいことが示唆された。 

幅 2m の川を越えて相手コートに打ち返す課題を

設定した教材「川越え 2人ピンポン」によって、体

の正面ですくい上げるような打ち方だけではなく、

体側で振り打つ動きも用いてゲームに取り組むよう

になった。 

また、「バトン当てっこ」「口伴奏ストローク」の

ドリルゲームによって、振り打つ動きの感じや体の

動かし方をつかむことができた。 

 

まとめ 

 本研究によって、学習内容や教材づくりの視点等

の知見を得ることができた。今後も、この知見を活

用した教材づくりとその実証的研究に取りみたい。 

＊本研究は、科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）

（基盤研究Ｃ 課題番号：17K04905）を受けて実施した。 



幼児に見られたダンボール遊び 

－3 歳児、4 歳児、5 歳児の年齢による比較－ 

○瀧 信子（福岡こども短期大学）      小川 鮎子（佐賀女子短期大学） 

小松 恵理子（鹿児島女子短期大学）  高原 和子（福岡女学院大学） 

宮嶋 郁恵 (福岡女子短期大学)     矢野 咲子（福岡こども短期大学） 

 

キーワード：幼児，ダンボール，自発的な動き，年齢差

  

目 的 

 幼児期の運動（身体活動）では、「幼児が自発的に

楽しく体を動かすことができる環境を整え、その環

境の下で様々な遊びを中心に身体を動かすこと」や

「多様な動きが経験できるように様々な遊びを取り

入れること」など（幼児期運動指針，2012）の重要

性が示されている。先行研究では、5 歳児、4歳児、

3 歳児それぞれが自発的に楽しく体を動かすことが

できる環境設定の検討を目的として，身近にある素

材「ダンボール」に着目した。その結果、ダンボー

ルを利用した環境設定が，幼児自ら操作方法を工夫

しながら，主体的に活動を展開することができる有

効な運動プログラムであることが示唆された。 

そこで本研究では、3歳児、4 歳児、5 歳児に見ら

れたダンボール遊びの分類結果および幼児の動きの

様子を比較し、共通点や相違点を明らかにすること

を目的とした。 

方 法 

 保育園・幼稚園・認定こども園の 5 歳児（7園 160

人）、4 歳児（4 園 68人）、3 歳児（5 園 92人）を対

象に、各園のホールや教室のフロアで、30 分間自由

にダンボールを使って遊ぶことを幼児らに伝え、ビ

デオで収録した。用いたダンボールは、おおよそ横

130㎝×縦 45 ㎝のものを人数分準備し、自由に使

えるように開いた状態でフロアに立てて置いた。 

その映像を基に、ダンボールの操作と動作の面か

ら『幼児の体育カリキュラム』（財団法人体育科学セ

ンター,1986）を参考に、先行研究で得られた分類

項目で分類した。 

さらに、共通した操作・動作が見られた内容の映

像を基に、幼児の動きの様子を比較した。 

①安定性 「姿勢変化・平衡動作」 

②移動動作 「上下動作」「水平動作」「回避動作」 

③操作動作 「荷重動作」「脱荷重動作」「捕捉動作」「攻撃的動作」 

④複合動作 「操作動作×安定性」「操作動作×移動動作」 

結 果 

各年齢間の共通点が最も多かったのは④複合動作

「操作動作×移動動作」であり、次いで②移動動作

「回避動作」と③操作動作「荷重動作」であった。    

 

複合動作「操作動作×移動動作」の共通点と相違

点は図 1の通りであり、どの年齢においても、ダン

ボールと一体化した状態で動きを体験していること

が確認できた。また、各年齢間で共通して見られた

移動動作「回避動作」と操作動作「荷重動作」を含

んだ一連の動きの中で、最も長く続けられた動きの

様子を比較した結果、どの年齢においても、立てた

ダンボールを活用し、「隙間を走る」，｢囲いを作り中

に隠れる｣，「隠れて蓋をする」などの動きが認めら

れたが、それぞれのダンボールの立て方や作業時間、

仲間との関わり方、隠れている時間や活動の様子に

相違点が確認できた。 



大学体育授業でのボディワークの実践が心身に及ぼす影響 

―レポートのテキストマイニング分析―	
 

◯高柳茂美（九州大学）、谷川裕子（純真短期大学）、	
 

	
 笠井妙美（東海大学）、古田瑞穂（筑紫女学園大学）	
 
 

キーワード：大学体育、ボディワーク、テキストマイニング、共起ネットワーク 

 
目	
 的 

身体教育において「身体への意識を高める授業」

を実施し、体験的理解を得ることは、心身への気づ

きをもたらし、自己認識を深め、自己形成に影響を

及ぼすことが考えられる。	
 

本研究においては、大学体育授業のなかで身体へ

の意識を高めることを目的としたボディワークを実

施し、その体験を通して得られた気づきについて提

出されたレポートの自由記述を分析して検討する。	
 

方	
 法 

対象者は、ボディワークの授業を受講した Q大学

1年生27名（男性3名，女性24名）とし、全14回

の授業終了後、下記のテーマ①②で自由記述したレ

ポートを提出させ分析を行った。	
 

①記録用紙を見返して、授業で体験したことに関連

して改めて感じたこと、気づいたこと、考えたこと	
 

②今後生活の中で、どのように自分の身体とつきあ

い、どういった視点から健康を捉えていくか	
 

自由記述の分析にはテキストマイニングソフト

「KH	
 Coder」（樋口,2004）を用いて単語の出現頻度

および単語間の関連を検討した。最小出現数10以上

の単語の共起ネットワークを作成し、単語同士のつ

ながりを可視化した。また、健康の主観的状態・体

力の自信等に関するアンケートを実施した。なお、

授業の内容は、ボディートーク（増田、1985）を中

心に心身の気づきやリラックス感の得られる技法を

取り入れ、身体や動作の気づきを促したものである。	
 

結果および考察 

主観的健康状態は約８割が良いが、体力に自信の

ある者は半数以下の集団であった（表１）。

	
 

共起ネットワークからは、テーマ①に関連して、

「授業で自分の心の状態を感じる、考える」「体のリ

ラックスに気づく」（図１）、テーマ②に関連しては、

「体、健康を思う、考える」「今の自分の心を感じる、

知る」という記述が多い傾向が得られた。	
 

	
 

	
 

具体的なエピソードを確認したところ、「鈍かった

身体感覚が敏感になった」「コミュニケーションが自

然に取れるようになった」「無意識だった身体（＝心）

の力みに気づくようになった」など詳細な内容が記

述されており、個別に検討する必要性も推察された。	
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図１．「授業で体験して感じたこと、考えたこと」の共起ネットワーク



高校体育授業における ICTを用いた即時フィードバックの効果検証 

―バドミントンのハイクリア動作の課題解決を対象として― 

〇村上 光平、渡邉 修希、藤井 雅文、鈴木 智晴（鹿屋体育大学大学院）、前田 明（鹿屋体育大学） 

 

キーワード：高校体育授業、ICT、バドミントン、即時的フィードバック 

 

目 的 

高等学校学習指導要領体育編による教科の目標と

して、「運動の合理的、計画的な実践」が挙げられて

おり、運動に関する科学的な理解のもと、技術習得

のための計画・実行・評価をすることが求められて

いる。そこで本研究では、バドミントンの授業にお

いて、技術習得の手段として ICTを活用し、ハイク

リア動作の改善を目的とした即時的フィードバック

を行った。そこで、生徒自身が動作の課題に気づき

改善を図れるか、効果を検証することを目的とした。 

方 法 

 対象者は県立高等学校の 1年生 15名（男子 8名、

女子 7名）であった。まず授業冒頭に本時の説明を

行い、通常行っている準備運動を行った後、2人 1組

でハイクリアでのラリーを行ってもらった（Pre）。

その際の動作を1人ずつタブレット端末（iPad Air2、

Apple社製）にて 1080p/60fpsで撮影した。その後集

合し、ハイクリアが苦手（動作に違和感のある）な

生徒の動画を、了承の上スクリーンに提示した。そ

の際、先行研究および指導書を基に作成したチェッ

クシートを用いて、動作の改善点を生徒間で協議し

てもらった。チェックシートの内容は、 

①打つ前に半身で上半身を後ろに傾けられていない

②打つ前に胸が張れていない 

③打つ腕の肘が体から離れていない 

④腰が回る前にラケットが前に出てきている 

⑤シャトルの当たる位置が低い 

⑥打った後にラケットを振り切れていない 

といった 6つの項目であった。協議の後、生徒間で

挙げられた改善項目を意識させ、ラリーを行っても

らい、再度動作を撮影した（Post）。最後に同じ生徒

の動画を提示し新しいチェックシートと授業の振り

返りの記入を行ってもらった。 

結 果 

 Pre の動画提示による生徒間の協議の結果、②打

つ前に胸が張れていない、⑤シャトルの当たる位置

が低い、の 2つ項目が特に改善すべき点として挙げ

られた。それを踏まえて Postのチェックでは、12名

の生徒が「項目の動作が改善されていた」と回答し

た。また対象となった生徒は、「動作をすぐ見ること

ができて、すぐ練習できたので改善点をイメージし

やすかった」と回答した。さらに他の生徒から「自

分も（改善点を）意識すると飛ぶようになった」と

いった意見を得られた。 

考 察 

 本研究の目的は、バドミントンのハイクリア動作

の改善を目的に ICTを用い、即時的にフィードバッ

クを行うことで生徒自身が動作の課題に気づき改善

を図れるか、その効果を検証することであった。「動

作をすぐ見ることができて、すぐ練習できたので改

善点をイメージしやすかった」と回答したことから、

生徒自身が動作の改善点を具体的にイメージし課題

解決を行えていたことが示唆された。また、即時的

にフィードバックを行ったことで、改善点を強く意

識した状態で運動を行えていたのではないかと考え

られる。さらに他の生徒にも相乗効果があったこと

が示唆され、授業として有益であったといえる。 



韓国と日本の女子大学生のダイエットの行動が外貌の満足感、体型

の認識及び主観的健康状態の水準に及ぼす要因の比較研究 

◯Choi Taehee(Jeju National University), Koo Kwangsoo(Changwon National University), 

Han Namik(Jeju National University), Hong Yeju(Jeju National University), Seo 

Youngwhan(Chosun University), Aoyagi Osamu(Fukuoka University), Ikeda 

Takahiro(Fukuoka Prefectural University) 

 

キーワード： 韓国と日本の女子大学生、ダイエット行動、外貌の満足感、 体型の認識、主観的健康状態の水準 

 

目 的 

過去から、外貌、体型が個人間の優劣を決める尺

度ばかりではなく、人生の成功にも影響を及ぼすと

いう風潮が強まっていたと考えられる。最近、この

ような外貌至上主義の風潮は、美貌、痩せ形のこの

みを強くもたらし、体の健康状態に悪い影響を及ぼ

している。そこで、本研究では韓国と日本の女子大

学生のダイエットの行動が外貌の満足感、体型の認

識、主観的健康状態の水準に及ぼす要因の比較研究

をおこなった。 

方 法 

本研究では、韓国の女子大学生470名、日本の女子

大学生446名、計916名を対象にした。また、 

ダイエットグループ、ダイエット経験グループ及びダ

イエット未経験グループに分類した。 

アンケート調査期間は2015年3月から2015年12月

であった。統計処理は有意水準 p<.05 で、頻度分析、

平均及び標準偏差、独立標本ｔ検定、一元配置分散分

析を行ない、因子分析は主成分分析後に、直交回轉(V

arimax)を用いた。尺度は、5-ポイントスケールで、

 1点:非常にそうである(大変満足する)、 2点:そう

である(満足する)、3点:どちらでもない、4点:そう

でもない(不満足)、5 点:全くそうでもない(かなり

不満足)のスケールでアンケートをおこなった。 

 

結果及び結論 

本研究のダイエットグループとダイエット経験グル

ープの比率は、韓国の女子大学生60.8%、日本の女子

大学生59.6%であり、身体質量指数(BMI)は韓国と日本女

子大学生ともにダイエットグループとダイエット経験

グループがダイエット未経験グループより有意に高い

値を示した。ダイエット行動の理由は、両国ともにし

なやかな体つきになりたくて、可愛らしく見せたく

てなどの要因、他人からの指摘、または体重が増え

るなどの要因が主なものであった。 

体の比率‧体重‧臀部‧体格などの全身に対する満足

感では、韓国と日本の女子大学生ともにダイエット未

経験グループがダイエットグループ及びダイエット経験

グループより有意に満足していた。また、韓国の女子大

学生が日本の女子大学生より有意な満足感を示した。鼻

‧顎‧口などの要因は韓国の女子大学生が日本の女子

大学生より有意に高い満足感を示した。 

体型の認識は、体重の減量に対する執着などの要

因は韓国の女子大学生が日本の女子大学生より強く

、体型の自信感は韓国の女子大学生が日本の女子大

学生より有意に高い値を示した。しかし、主観的健

康状態の水準は日本の女子大学生が韓国の女子大学

生より有意に高い値を示した。 



TABATA 運動が中年女性の血中酸化ストレス指標に及ぼす影響 

 

○Soo-Mi Yoon ‧ Young-Hwan Seo* 

Chosun University 

 

キーワード： TABATA 運動, 血中酸化ストレス指標, 高強度運動 

 

1.はじめに 

現代人は、経済的活動、多い業務と競争的な社会

の中で自分の健康を維持するための身体活動な厳し

い状況である。また、仕事の問題や家庭の事情、育

児などによって、たくさんのストレスを受けること

もある。万病のもとは、ストレスから始まる、スト

レスが原因で病気になった女性患者数が年平均

15.3％も増加し続けいる。 

現在、生活習慣病などの有病率が徐々に増加して

おり、これにより個人の生活には勿論社会的にも大

きな問題になっている。そこで、健康に役立つ運動

が話題になり、その中でも TABATA 運動に対する関心

が高まっている。TABATA 運動はインターバルトレー

ニングのような高強度運動である。 

 

2.研究方法 

  韓国 B スポーツセンターに通っている中年女性

10 人を対象に、週 3 回、毎日 40 分、合計 8 週間

TABATA 運動を実施した。データ処理は SPSS23.0 を

利用した。すべての結果は、平均値と標準偏差とし

て提示し、測定前・後の違いを分析するためには

Paired t-test を実施し、集団間の効果を検証する

ためには Independent t-test を実施した。有意

水準は α=.05 に設定した。  

 

3.研究結果 

 1）血中の酸化ストレス指標の変化 

 

 <表 1>のように、事前：380.50±91.63F.U.から事後：

312.50±56.58F.U.までに減少し、統計的にも有意な

差が認められた（p<.05）。 

 

4.結論と考察 

TABATA 運動が血中酸化ストレス指標の変化に肯

定的な効果があることが明らかになった。今後の研

究では、TABATA 運動を通して、様々な対象と原因に

よって発生する活性酸素を除去し、人体の能力と防

御する体内の抗酸化システムの機能である抗酸化力

の変化を分析し、生活習慣病など、様々な病気が予

防できると考えられる。TABATA 運動に関連する研究

が盛んに行われることと判断される。 

血液中の酸化ストレスは、過労やストレス、激し

運動などが原因で発生する（チェソンオ、2003）。有

酸素運動能力が高くなると抗酸化物質の数値も高く

なり、逆に活性酸素の数値も低くなることが分かっ

た（文宗日、2012）。 Wray など（2011）は、一回性

運動は、酸化ストレスに影響を与えるが、安定した

継続的な運動は、酸化ストレスを減少させる効果が

あると主張した。 

  健康的な身体を維持するためには、活性酸素が多

く発生しないような生活を送らなければならない。

またすでに発生している活性酸素を下げるために心

かける必要がある（チェソンオ、2003）。 

  運動強度は高強度運動の時より、中強度運動に設

定し、中年女性に運動をさせた時の方が血液中の酸

化ストレスが減少した。本研究の結果から TABATA 運

動が血中の酸化ストレスが減少に役立つことが明ら

かになったことは、今後の中年女性と血中酸化スト

レス指標に対する関連研究に 1 つの基準を与える基

礎資料になると考える。 

 

<表 1>血中酸化ストレスの変化                       M±SD 

要 因 pre-test post-test t p 

血液中の

酸化ストレ

ス指標 

(F.U) 

E.G 

(n=10) 
380.50±91.63 312.50±56.58 2.646 .027* 

Values are mean±standard deviation, *p<.05 



児童の運動能力に及ぼす生活習慣について 

○臼井啓太（糸島市立前原中学校）、Seo Hyun(Korea University) 

鄭 英美（九州共立大学）、青山優子（九州女子短期大学） 

 

キーワード：児童，運動能力，生活習慣，  
 

目 的 

近年，我が国の幼児・児童の体力・運動能力の

低下傾向が危惧されていたが，2009年には下げ止

まり「向上の兆し」がみえてきたと報告されてい

る．しかし，「体力そのものより動きを習得して

いない子どもが多い」ことや，依然として「運動

する子どもとそうでない子どもの二極化現象」は

指摘され，改めて児童個々の運動動作の発達を明

らかにすることが望まれる．また，2016 年の学

力・学習状況調査では，子どもの生活スタイルに

スマートフォンやテレビゲームの使用時間が増

加する傾向にあることが報告されている． 

一方，我々が取り組んでいるスクールボランテ

ィアでは，休息時に「～して遊ぼう」「僕たちの

グループからサッカーしよう」等積極的に運動に

誘う児童がいるが，1時間目から「疲れた」「眠た

い」と訴え 4時間目には眠ってしまう児童がいる．

これらのことから，児童一人一人の生活の仕方に

違いがあり，そのことが体力・運動能力に影響を

及ぼしていることが推察される． 

そこで本研究の目的は，児童の生活習慣と運動

能力の関係および運動嫌いや苦手意識を軽減す

る方法について検討することである．  

方 法 

○調査対象：福岡県北九州市戸畑区 N 小学校の 2

年生男児 33名女児 35名，4年生男児 33名女児

40 名，6年生男児 30名女児 32名の合計 203名 

福岡県遠賀郡U小学校の 2年生男児 9名女児 1

名，4 年生男児 12 名女児 5 名，6 年生男児 13

名女児 6名の合計 46名，総計 249名である． 

○調査期間：2017年 5月～6月 

○調査内容：（1）文科省新体力テスト・身体計測 

測定項目は握力,上体起こし,長座体前屈,反復横

跳び，20ｍシャトルラン，立ち幅跳び，50ｍ走，

ソフトボール投げ・身長,体重 

（2）児童に対するアンケートの実施 

就寝起床時間,運動習慣,運動の好き嫌い,電子機

器の使用時間など 11問である． 

○統計処理：単純集計をし，分析は χ二乗検定と

Ｔ検定を用い，有意水準は 5%未満に設定した．  

○活動群不活動群の判別：１週間の総運動時間  

420分以上および 315～419分未満➡活動群(76人)                

105～209分未満，0～104分未満➡不活動群(77人) 

結 果 

 本研究の被検者は，新体力テスト総合得点で全

国平均を上回り，特に 20mシャトルランは大きく

上回り，運動能力は高い傾向にあった．活動群と

不活動群ではほとんどの種目で活動群が上回っ

ており，上学年になると総合得点に有意差が生じ

た．さらに，生活習慣で観ると①毎日同じ時間に

寝ている②毎日同じ時間に起きている③運動や

スポーツをすることが好きである④１週間のう

ちに学校の体育授業以外で運動をしている⑤食

べ物の嫌いがないについて，活動群が不活動群に

比べ有意に多かった．しかし，⑥1 日あたりの電

子機器の利用時間については，両群ともに 4時間

以上実施している児童が約 40％であった．  

運動しない理由として（図 1），上位に「運動す

る場所がない」「運動が嫌い」「運動より電子機器

で遊ぶ方が好き」が挙がっていた．  

 
 

考 察 

 本研究の結果から，児童の生活習慣は運動能力

に影響を及ぼし，児童期は日々60分位の運動習慣

や規則正しい生活リズムが，体力運動能力の向上

に繋がると考えられる．しかし，1日当たりの電

子機器の利用時間が活動群不活動群共に 4時間以

上の者が 40%と高く，今後さらに詳細で継続的な

調査の必要があると考える． 

運動嫌いや苦手意識については，運動する機会

が無いと感じ一人でゲームをする児童が多かっ

た．我々はほとんどの児童が好記録であった 20m

シャトルランの測定時，児童と共に走り励ましの

声をかけ，さらに周りの児童らに応援するよう促

し温かい雰囲気の中で実施した．白金らは，仲間

との認めあいは運動有能感を高め運動能力の向

上に繋がるとある．つまり，20ｍシャトルランで

児童らは，有能感を抱きながら全力で取り組んだ

と推察する．このことから，運動嫌いを軽減する

には，昼休みや放課後に仲間同士楽しんでできる

運動遊びをすることが有効であり，その契機を作

る何らかの人的環境も必要であると考える． 



性別、月齢、身長、体重の影響を取り除いた 

幼児の運動能力と生育環境との関連 
〇坂口英章（日本経済大学）青柳領（福岡大学） 

 

キーワード：一般線形モデルの分散分析	 25m走	 立ち幅跳び 

 
目	 的 

 幼児の運動能力は、後天的な生育環境と関連が見ら

れると言われているが、性差、年齢、体格の影響も

無視できず、純粋に生育環境そのものの影響である

のかは明確ではない。そこで、本研究は、幼児の運

動能力と生育環境との関連を検討する際、それらの

要因の影響を一定にしたうえでその関連を検討する。 
方	 法 

対象はD市の 4つの幼稚園児 134名である。運動
能力測定項目は 25m 走、立ち幅跳び、捕球、跳び
越しくぐり、テニスボール投げの 5項目である。生
育環境は就寝時間、起床時間、朝食摂取時間、朝食

を誰と食べるか、夕食摂取時間、夕食を誰と食べる

か、遊びの頻度、遊びの時間、スポーツ歴、親や兄

弟のスポーツ歴、住宅環境、テレビの視聴時間の13
項目である。それらに対して、生育環境を独立変数、

運動能力測定値を従属変数とした一般線形モデルを

用いて関連を検討し、さらに、従属変数に性差、月

齢、身長、体重を加えた場合についても検討した。 
結	 果 

分散分析を行なった結果、生育環境と有意な関連が

見られたものは表に示した。立ち幅跳びと25ｍ走な
どの移動運動で、投技能のテニスボール投げや調整

力の捕球や跳び越しくぐりとは関連が見られなかっ

た。また、生育環境の中では遊びの頻度、遊びの時

間や、親、兄弟、自分のスポーツ歴と上記の移動運

動の 2項目に関連が見られた。さらに、性別を加え
てその影響を取り除くと親や兄弟の影響がなくなり、

男女で関連の程度に差がみられた。また、身長や体

重の影響を取り除くと、立ち幅跳びとは関連がなく

なり、立ち幅跳びと生育環境の関連には体格の影響

が見られた。しかしながら、月齢の影響を取り除い

ても上記関連には影響が見られなかった。 
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幼児期の投動作における評価法の検討 

－ 踏み出し足に着目して － 

〇木戸貴弘（小田原短期大学） 

 

キーワード：幼児期、投動作、踏み出し足 

 

目 的 

投動作の評価法についてはこれまで多くの研究が

なされてきた。しかし、幼児期の評価法については

未だ確立されていないのが現状である。その原因と

して幼児期は個人差が大きく、様々な動作様式が存

在するからだと考えられる。そこで本研究では、幼

児期の投動作、特に踏み出し足に着目しその動作パ

ターンを検討することを目的とした。 

方 法 

奈良県内の幼稚園、保育所に通う 5歳児 264名（男

児 144名、女児 120名）を対象とした。投能力のテ

ストとして、テニスボール投げを 2回実施し、記録

の高い試技を分析の対象とした。投動作の撮影には

デジタルビデオカメラを使用し、投球者側方より撮

影した。 

 

結 果 と 考 察 

投動作における踏み出し足のパターンは、パター

ン１からパターン７の７種類に識別された。各パタ

ーンの特徴を表２に示す。また、踏み出し足の特徴

は、先行研究と同様に、両足が揃ったままで踏み出

しがないパターン、投射腕と同じ足が踏み出される

パターン、投射腕と逆の足が踏み出されるパターン

であった。さらに、投動作は踏み出し足のステップ

の大きさにより分類することができた。本研究の新

たな知見は踏み出し足の引き上げの有無である。踏

み出し足を引き上げることで、投動作の準備局面か

ら主要局面まで、軸足から踏み出し足へのスムーズ

な体重移動がみられた。 

各パターンの人数とテニスボール投げの結果を表

３に示す。男女それぞれの割合を比較すると、幼児

期の終わりまでに身につくとされる投射腕と逆の足

を踏み出すパターン５、６、７に属したのは男児が

74％に対して、女児は 31％であった。先行研究にお

いて投動作の発達は幼児期ですでに性差を認めてお

り、本研究における踏み出し足に着目した評価にお

いても同様の傾向がみられた。 

投動作パターンとテニスボール投げ記録の関連に

ついてピアソンの積率相関係数を算出したところ、

男児は r＝0.647、女児は r＝0.533であった。男児、

女児ともに踏み出し足の同逆とその大きさは中程度

の有意な相関を認めた。 

パターン１ 両足が揃ったまま踏み出しなし。

パターン２
投球動作開始時から投射腕と同じ足が踏み出されている。
（足の引き上げなし）

パターン３
投射腕と同じ足が踏み出されている。
(足の引き上げあり、わずかに踏み出す)

パターン４
投射腕と同じ足が踏み出されている。
(足の引き上げあり、大きく踏み出す)

パターン５
投球動作開始時から投射腕と逆の足が踏み出されている。
（足の引き上げなし）

パターン６
投射腕と逆の足が踏み出されている。
(足の引き上げあり、わずかに踏み出す)

パターン７
投射腕と逆の足が踏み出されている。
(足の引き上げあり、大きく踏み出す)

表２．踏み出し足パターンの特徴 

 

パターン１ パターン２ パターン３ パターン４ パターン５ パターン６ パターン７

n 22 7 4 4 33 32 42

mean 4.11 4.00 6.25 6.25 6.26 7.39 10.13

SD 1.36 1.80 0.96 1.66 1.59 2.13 3.10

n 24 20 30 9 12 16 9

mean 3.56 4.63 4.80 4.72 4.92 5.97 6.39

SD 1.35 1.31 1.15 0.79 1.24 1.48 0.65

女
児

男
児

表３．パターン別テニスボール投げの記録 

表 1．対象者の身体的特徴 

 
Mean SD Mean SD

男児 144 111.27 3.38 20.30 2.56

女児 120 110.18 3.89 19.81 2.58

身長（cm） 体重（kg）
ｎ性別



器械運動における技の側性に関する研究 

〇井口和哉（福岡大学大学院）・田口晴康・森井亮和（福岡大学） 

 

キーワード：側性、倒立、側転、振り上げ脚 

 

目 的 

側性とは、「利き手や利き足として片側だけが何と

なく優勢に働いている事態をさし、その動く感じの

非対称性に支配される本質可能性は、一般に〈片側

優勢化〉ないし〈動感側性〉と呼ばれている」（金子、

2018）。 

 本研究では、器械運動における様々な技の動作に

おける〈側性現象〉に焦点を当てた。ここでは「倒

立」と「側方倒立回転（以下側転）」の振り上げ脚

を取り上げ、事例的に〈側性現象〉について分析す

ることで、指導の際に側性というカテゴリーに目を

向ける必要性を提示する。 

方 法 

 大学生に器械運動の側性に関するアンケートを行

った。その中で「倒立」と「側転」の振り上げ脚が

異なる学生に対し動きの変化を記録し、動く感じ

（動感）を聞き出すことによって指導の際の留意事

項を探っていった。 

結果及び考察 

１．倒立と側転の「脚の振り上げ動作」 

 

図１ 倒立前転（上）側転（下）連続図 

図 1は「倒立前転」及び「側転」の連続図であ

り、円で囲った部分が振り上げ脚にあたる。この学

習者は、倒立と側転の振り上げ脚が異なる例であ

る。 

２．事例１ 

学習者Aは、「側転」の振り上げ脚を「倒立」の

振り上げ脚に統一することによって実施が向上し

た。 

３．事例２ 

学習者Bは、「倒立」の脚の振り上げが上手くい

かなかったため、ある程度脚が振り上がっている

「側転」の振り上げ脚に「倒立」の振り上げ脚を統

一した。すると脚の振り上げの勢いが強くなった

が、そこでは倒立の調節が効かなかった。再度、

「倒立」の振り上げ脚をもとの振り上げ脚に戻すと

脚が丁度いい位置に振り上げられるようになってい

た。「倒立」の振り上げ脚を変えることで脚の振り

上げに関するコツの充実化がなされたと考えられ

る。 

４．事例３ 

学習者Cは、「倒立」と「側転」でやり易い方向

の振り上げ脚が異なるが、両技とも振り上げ脚を反

対で行ってもやり易い方向と同等の実施をしてい

た。このように「倒立」及び「側転」の運動課題が

比較的容易な学習者では、「側性」の優勢化に志向

対象が向かなかったと考えられる。 

５．まとめ 

①マット運動における「倒立」と「側転」の振り上

げ脚は、学習者によって異なる実施が見られること

から指導上留意すべき問題である。 

②自らの「やり易い側」に気づかない学習者がいる

ため、意図的に両方向での実施を行わせることが指

導上有効であり、それによって側性に志向対象が向

くことになる。 

③どちらでも変わらない感覚でできる動きについて

は、本人にとってその運動課題とされる対象のレベ

ルが低いためであり、難しい課題になればなるほど

〈側性〉が現れてくると考えられる。 



バスケットボールのゲームにおける攻撃組み立ての違いとショット成否との関連 

〇宮城	 圭吾（九州共立大学 4年）八板	 昭仁（九州共立大学） 
 

キーワード：バスケットボール，パス，ドリブル，ショット 

 
目	 的 

バスケットボールにおけるチーム戦術は，ゲームを

有利に進めるために重要な役割を果たしている．内海

(1999)，長門･内山(2005)は，パスを中心としたオフェ
ンスをパッシングオフェンスと呼び，オフェンス効果

を向上させることに必要な技術を高め，効果的に得点

力を増すことができる戦術と述べている．このような

ことからパッシングオフェンスは長い間多くのチー

ムに用いられ，ゲームを組み立てる上で中心的な戦術

とされてきた．しかし，近年ではスクリーンを利用す

るなどのドリブルを多用した戦術を用いるチームが

増えてきており，ドリブル使用の頻度が高くなってい

る．そこで，本研究はゲームにおいてパスまたはドリ

ブルを多用する攻撃の有効性についてショットの成

否に着目して検証することとした． 
 

方	 法 
1．研究対象 
	 第 68回全日本大学バスケットボール選手権大会男
子の 10試合を対象とした． 
 
2．調査項目 
	 ゲーム中のオフェンスにおいて速攻プレーやアウ

トナンバープレーを除くハーフコートオフェンスに

ついてショット試行が行われた全てのプレーを記録

した．記録項目は｢1.ショットの成否｣，｢2.パス回数｣，
｢3.ドリブルを用いたプレイヤー数｣，｢4.ドリブルを用
いたプレイヤーのドリブルをついた回数｣を記録した 
 
3．分析方法 
リバウンドショット以外のショットを集計し，｢パス

中心のオフェンス(ショット試行までにパス 4回以上，
1プレイヤーのドリブル 2回以下)｣，｢ドリブルを多用
しているオフェンス(1プレイヤーがドリブル 8回以
上)｣，｢その他のオフェンス(ショット試行までにパス 3
回以下，ドリブルを 1プレイヤーにつき 7回以下)｣に

分類した．この 3つオフェンスとショットの成否のク
ロス表を作成してχ2検定を用いて分析を行った．また，

パス中心のオフェンスとドリブルを多用したオフェン

スの試行比率を求めた． 
 

結	 果 

 
 

考	 察	

図1に示すように攻撃比率は，パス中心のオフェン
スが有意に多く試行されており，パスを中心としたオ

フェンスがドリブル多用のオフェンスよりも多く用い

られている結果であった．しかし，表1に示したよう

にχ２検定の結果は，各オフェンスのショット成功率

に有意な差は見られなかった．ドリブル多用のオフェ

ンスにおいてもピック＆ロールを中心としたスクリー

ンプレイの利用やアイソレーションなどによる1対 1

を有効に使用するプレイヤーが中心になっていること

などが考えられ，このようなプレイヤーの特徴を生か

せればドリブル多様の戦術もパス中心のオフェンスと

成功率に差のないオフェンス戦術になり得ることが示

された．これまでパッシングオフェンスの有効性が大

きいとされて中心的な戦術と考えられてきたが，各プ

レイヤーやチームの特徴に応じたオフェンス戦術を選

択することが重要であることが示された．	

0%

10%
20%

30%

パス中心 ドリブル多用

表1．試行回数とχ2検定によって算出した調整残差	 	 	

	 	 パス中心	 ドリブル多用	 その他	

成功	 91(0.71)	 30(1.77)	 321(1.73)	

失敗	 307(-0.71)	 132(-1.77)	 944(-1.73)	
	 	 	 	

** 

χo²=4.19<5.99=χ²(df=2,α=0.05) 

図1．パス中心，ドリブル多用の試行比率 

21% 8% 



ミニバスケットボール用スキルテストの信頼性と妥当性の検討 

〇川面剛、八板昭仁（九州共立大学）、田方慎哉、青柳領（福岡大学） 

 

キーワード：育成年代，コーディネーション，級内相関係数 

 

緒 言 

まだ，本格的な練習を開始して間もないミニバス

ケットボール選手は多くが基本的な個人技能が十分

でない者が多く，将来のことを考えてもこの時期に

は基礎的な個人技能をしっかり身につけておく必要

性がある(鈴木ら, 2015)．そのためには，まず個人の

技能の優劣を客観的に知り，その結果を踏まえて，

技能トレーニングを計画的に行う必要がある．個人

技能を測定する手段としてはスキルテストがある．  

そこで，これまでバスケットボールのスキルテス

トは基礎的な個人技能を測定するに広く用いられ，

数多くのスキルテストが考案され，同時に，それら

の信頼性や妥当性も検討されている．しかし，スキ

ルテストの信頼性や妥当性はその対象者により応じ

て変わるため，成年に有効なスキルテストであって

も必ずしも子どもにとっても有効であるとは限らな

い． 

目 的 

 本研究はミニバスケットボール選手用に考案され

たスキルテストの信頼性と妥当性を検討する． 

方 法 

 対象はミニバスケットチームに所属する小学1年

生から小学6年生の男子111名，女子99名の計200

名である．用いられたスキルテストは筆者らにより

考案された「クロスキャッチ」「お手玉ドリブル右回

し」「的当てパス」などの21項目である．測定は項

目に応じて，2 回から 5回行い，指導者 5 名が計測

した．そして，信頼性は級内相関係数，妥当性は経

験年数との相関係数および「レギュラー」「準レギュ

ラー」「補欠」との相関比を求めた． 

結 果 

 級内相関係数は，シュート系の6項目中5項目(OBS

左足0.154，OBS右足0.116，TAS右回り0.064，TAS

左回り0.015，CL左 0.130)で 0.2と低かった．経験

年数を基準とした妥当性はパス系の的当てBP左

0.128，的当てOP0.186とシュート系のTAS右回り

0.137と CL左 0.120で各々2項目が有意な相関係数

を示さず，「レギュラー」などの区分とはパス系の的

当てオーバーヘッドパス0.081の 1項目で有意な関

連を示さなかった．つまり，シュート系とパス系に

は一部信頼性や妥当性が不十分な項目が見られたが，

ボールハンドリング系とドリブル系の十分な信頼性

と妥当性が保証されていた．したがって，パス系の

テスト項目に関しては妥当性係数の低い項目の使用

を控えることが考えられる．しかしながら，シュー

トに関しては全般的に信頼性が低く，信頼性が低い

点に関してはシュートの持つ本質的な特性であると

考えるべきであろう．左右で妥当性が異なることか

らもシュート系については今後さらに検討していく

必要があろう． 

表．スキルテストの信頼性と妥当性 

 
注) 信頼性・妥当性が不十分である 

NO 項目名 級内相関係数 経験年数との相関 

競技レベル 

との相関比 P 

1 指でボール回し 0.961 0.331 0.061 0.002 

2 ジャグリング右回し 0.895 0.333 0.307 0.000 

3 ジャグリング左回し 0.737 0.343 0.208 0.000 

4 ボール乗せ 0.805 0.218 0.077 0.000 

5 クロスキャッチ 0.791 0.338 0.197 0.000 

6 お手玉ドリブル右回し 0.385 0.328 0.134 0.000 

7 お手玉ドリブル左回し 0.731 0.397 0.183 0.000 

8 スパイダードリブル 0.840 0.386 0.187 0.000 

9 ツーボール前後ドリブル 0.910 0.328 0.096 0.000 

10 ツーボール左右ドリブル 0.921 0.349 0.077 0.000 

11 的当てチェストパス 0.628 0.332 0.058 0.003 

12 的当てワンバウンドチェストパス 0.733 0.246 0.052 0.005 

13 的当てビハインドパス右 0.624 0.324 0.125 0.000 

14 的当てビハインドパス左 0.758 0.128 0.038 0.023 

15 的当てオーバーヘッドパス 0.559 0.186 0.024 0.091 

16 オフバランスシューティング右足 0.154 0.291 0.090 0.000 

17 オフバランスシューティング左足 0.116 0.362 0.144 0.000 

18 ターンアラウンドシュート右回り 0.064 0.137 0.042 0.014 

19 ターンアラウンドシュート左回り 0.015 0.268 0.051 0.006 

20 コーディネーション・レイアップ右 0.239 0.262 0.089 0.000 

21 コーディネーション・レイアップ左 0.130 0.120 0.071 0.001 

 


